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- 1 -

開会 午前１０時００分 

◎開会の宣告 

◇議  長 おはようございます。 

暑い方は上着を脱いでよろしいです。 

ただいまから平成２１年第２回大空町議会定例会を開会します。 

 

◎開議の宣告 

◇議  長 これから本日の会議を開きます。 

 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

◇議  長 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１１９条の規定によって、議長において、１６番、

森進議員及び１番、近藤哲雄議員を指名します。 

 

◎日程第２ 議会運営委員会審査報告 

◇議  長 日程第２、議会運営委員会審査報告を行います。 

議会運営委員会審査の結果について、委員長から報告の申し出がありますので、こ

れを許します。 

議会運営委員会委員長、勝田鉄城議員。 

 

◇議会運営委員会委員長 議会運営委員会の審査結果を報告いたします。 

本定例会を開催するに当たり、去る６月１９日に議会運営委員会を開き、本日開会

の定例会の会期等について協議をいたしました。 

本定例会では、一般質問者が２人、町長から提出されております案件が１３件であ

ります。 

このほか、財団法人等からの経営状況についての報告等が予定されております。 

したがいまして、一般質問及び提出議案の内容件数から判断いたしまして、本定例

会の会期は６月２５日に開会し、あす６月２６日までの２日間とすることが妥当であ

ると全会一致で判断をいたしましたので、その結果について報告をいたします。 

以上、議会運営委員会の審査報告といたします。 

 

◇議  長 これで、議会運営委員会審査報告は終わりました。 

 

◎日程第３ 会期の決定について 

◇議  長 日程第３、会期の決定についてを議題にします。 

お諮りします。本定例会の会期は、先ほど議会運営委員会審査報告のとおり、本日

から６月２６日までの２日間としたいと思います。 

ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 
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したがって、会期は本日から６月２６日までの２日間に決定しました。 

 

◎諸般の報告 

◇議  長 この際、諸般の報告を行います。 

事務局長に報告いたさせます。 

片山事務局長。 

 

◇事務局長 諸般の報告を申し上げます。 

ただいまの出席議員は１７名であります。厚海副議長から欠席の旨、届け出があり

ます。 

本日の会議に説明のために出席する者の職、氏名は一覧表として配付しているとお

りであります。 

本日の議事日程は、配付しております日程表のとおりであります。 

前議会から本日までの議会の動向につきましては、お手元に配付しているとおりで

あります。 

町広報担当者から写真撮影の申し込みがあり、これを許可いたしましたので、ご了

承願います。 

以上です。 

 

◇議  長 これで諸般の報告を終わります。 

 

◎日程第４ 行政報告 

◇議  長 日程第４、行政報告を行います。 

山下町長から行政報告の申し出がありますので、これを許します。 

山下町長。 

 

◇町  長 おはようございます。この時間、役場の前の温度計も３０度を超えてまいり

ました。５月の下旬から低温が続いておりましたけれども、急激に温度が上がって真

夏の太陽が照りつけております。農業関係などこの天気が少し長続きすればとそのよ

うに思っているところであります。急激な天候の変化で私もちょっと体調を崩しまし

て、のど、鼻の調子が悪くなっております。お聞き苦しい点があろうかと思いますけ

れども、ご容赦をいただきたいとそのように思います。お手元に配付しております行

政報告について申し上げます。 

   ３月２６日、大空町行政改革推進委員会が開催をされております。任期が変わりま

した関係から会長の互選を行い、使用料基準の設定、また、減免規定などの方針につ

いてご議論をいただいたところでございます。 

   ４月１８日には、札幌大空町東藻琴会ふるさとの集いが札幌市で開催をされました。

出席をさせていただきました。４０名のご参加をいただき、私からは芝桜公園の状況

報告などをさせていただいたところでございます。 

   ４月２３日、北海道町村会の定期総会が札幌で開催され、出席をいたしました。町
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村会の方も役員改選が行われました。会長については留任でございましたけれども、

副会長以下、大幅に改選となった年度でございました。平成２１年度の活動方針など

を決定し、閉幕をいたしました。 

   翌４月２４日、大空町水田農業推進協議会でございます。国の制度の動向を説明い

たしまして、平成２１年度の転作に係る面積配分の正式確定を行ったところでござい

ます。将来におけるわが町の水田のあり方を今後検討していこうではないかというこ

とでご決定をいただきました。 

   ５月７日、網走支庁管内町村会臨時総会が網走市で開催をされ、役員改選などが行

われました。私は総務文教厚生委員会の委員長というところを仰せつかっております。

平成２１年度の活動方針などについて決定をさせていただいたところでございます。 

   ５月２１日、北見市におきましてオホーツク地域づくり連携会議が開催をされまし

た。この会議は各市町村長、経済界の代表の方々、さらには北海道網走支庁、網走開

発建設部などの方々が集いまして、今回は環境と観光という切り口から網走支庁管内

の課題、今後の方針など、どのようにしていったらいいのかという情報交換を行った

ところでございます。同日この会議が終了いたしました後に、網走支庁管内総合開発

期成会の定期総会が行われました。平成２０年度の事業報告、決算、さらには平成２

１年度の計画予算などを決定し、役員改選を行ったところでございます。 

   ６月３日、女満別地域審議会が開催をされました。この中では空港の対策、また、

女満別小学校の改築の問題、さらには学校の適正規模、保育環境、また、町が受けて

おります権限移譲の関係、さらには新しい町となって町の宣言を行ってはどうかとい

うようなご意見やご提言をいただいたところでございます。 

   翌６月４日には、東藻琴地域の審議会を開催してございます。こちらのほうにおき

ましては、企業支援の状況、生ごみの分別回収がスタートした関係でのご意見、芝桜

公園の今後の整備のあり方、農業振興センターの活用問題、さらには地域商店街の活

性化、地域の医療、健診、そういった問題の改善方法、さらには芝桜公園の温浴施設

等につきましてご意見をいただきました。 

   ６月６日は、第３０回札幌地区女満別会総会が札幌市で開催をされ、出席をいたし

ました。今年は３０回の節目ということで、例年よりも若干人数が増え出席者が５８

名を数えました。私からは、女満別小学校の改築などについて状況を説明させていた

だきました。 

   ６月１０日でありますけれども、議長とともに出席をさせていただきましたのが、

ボッシュ株式会社女満別テクニカルセンターテストコース拡張事業記者発表でござい

ます。この席には、ボッシュ側からヒラー常務などが出席をされ、今回、私どもの町

で拡張工事を行うその事業概要について、説明を記者の方々におこなったところでご

ざいます。経済不況とさらには自動車産業は世界的な不振という中での昨今の発表と

いうことで、地元としても歓迎を申し上げたいというようなことを私から記者の皆さ

んにもお話しをさせていただいたところでございます。 

以上、行政報告とさせていただきます。 

 

◇議  長 これで行政報告は終わりました。 



- 4 -

 

◎日程第５ 一般質問 

◇議  長 日程第５、一般質問を行います。 

順番に一般質問を許します。 

７番、坂本一光議員。 

 

◇坂本議員 おはようございます。合併により大空町となって４年目となり、住民活動、

行政においても、大空方式の確立のために他方面にもわたり鋭意努力と工夫がなされ、

徐々に形ができつつある現在ですが、まだまだ多くの面で課題もあるのが現実でない

かと思われます。私も議会に席を置く者の一人として、住民行政の間に立ち、任期も

１０ヵ月を切ったところでありますが、少しでもまちづくりに寄与できるよう努力し

ていきたいと考えているところです。通告に従い一般質問をさせていただきます。 

   まず初めに、農地行政について農業委員会にお伺いいたします。今月１７日、国会

において改正農地法が成立いたしました。農地の所有者から利用者に重点をシフトす

ることによって、農業の担い手を確保し、農地の効率的な利用促進を図るのが１点。

農地の確保という観点から転用について規制が強化された、この２点が大きく変わっ

たことだと理解しております。大空町においては、所有者と利用者が同じ場合が多い

ですが、現状においては耕作者が確実に高齢化しており、後継を含めた新規就農者が

追いつかず、農家戸数は確実に減少しております。ただ耕作放棄には至らず、規模拡

大を含めた農地の引き受け手が存在していることは救いであると思うところです。し

かしながら、一昨年導入された品目横断的経営安定対策、現水田農業所得安定対策に

より、農業所得の減少という実態があり、この制度のもと、農業の先行きに不安を感

ずることも現実の問題としてあることも事実であると思われます。このような中で、

今回の法改正により、今後、農業委員会が重要な役割を担うことになるということが

考えられます。１つとして、新たな面的修正の一つとして、農業経営基盤強化法によ

る地権者の代理として農地を転貸できる、これが１点。またこれには、ＪＡ担い手協

議会なども含まれておりますが、農業委員会のかかわりは大きなものになるでしょう。

また、農地権利者に適正かつ効率的な利用の責務が加わる点について、農業委員会と

しての適切な指導及び制度、法律の周知が求められると考えられます。また農地を利

用する者の確保及び拡大されることにより、農業委員会として地域農業との調和を阻

害するおそれのある場合は、許可しないとする厳格な審査や不正利用の監視が求めら

れております。このような点を踏まえて、町内の農地行政について、地権者、利用者

双方に法律の周知徹底を図り、これまでの農業委員会の業務より法律の運用が一層厳

格かつ適正さを求められることになることから、貸し手、場合によっては売り手、買

い手等農業者に不満、不信感、不公平感を与えることなく、本町の基幹産業である農

業の発展向上のためご尽力いただきたいと考えているところです。農業委員会会長と

してのお考えをお伺いいたします。 

   大きな項目２つ目。平成２１年度大空町教育経営計画書、大空の教育についてとい

うことが冊子として発表されました。この点について４点についてお伺いいたします。

大空町総合計画に基づき、平成２７年度まで７年間の教育の方針として先日配付され
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ました。一つとして、家庭地域と学校の連携について、現在幼稚園から道立を含めた

高校まで９校ありますが、通学区域が広域になったため、学校行事への参加頻度が減

少しているように見受けられます。従来の行事、例えば参観日、運動会、学芸会に加

え、新たに何か工夫が必要になってきているのではないかと考えるところですが、こ

の点についてお伺いいたします。 

   ２つ目、近年、核家族化が進み、異世代交流の場が家庭及び地域ともになくなって

きているのではないかと思っております。社会生活におけるしきたりや礼儀、また伝

承遊び等々いろいろな面で相乗効果が期待できるのではないかと考えているところで

すがいかがでしょうか。女満別高校では、ボランティア活動で地域に出向いていろい

ろ活動に取り組んでいるということもありますが、まだまだ工夫の余地があると思わ

れますのでお考えをお伺いいたします。 

   ３点目、学校教育における児童、生徒の指導の中に、子供の権利と責任を明確にし

個々の自覚を促す取り組みを取り入れてはどうかと考えるところです。昨今、よく耳

にする言葉に、指示待ち人間という言葉があります。指示されたことのみするけれど

も、そのほかのことには派生していかないというような部分だと思いますが、これは

学校、家庭、地域の連携の中で、児童生徒の指導の中で環境及び体制に何らかの欠落

が生じているのではないかと考えます。子供たちは自己開発能力、健全な価値観の確

立、また学校、家庭、地域の中でどんな役割を担うべきかを自覚できるよう環境を整

える反面、それらを阻害する障害を排除する大人の役割を確立する取り組みが必要で

はないか考えるところです。子供の権利と責任、大人の義務について実践に向けての

方策を示すべきと考えますが、いかがでしょうか。 

   ４点目ですが、この８年の長期にわたる計画書について、実施と検証のあり方、進

め方をどのように考えておられるのかお伺いします。 

   それから、大項目の３点目であります。女満別の市街地に高齢者等の居場所づくり

について、町内の空き家、空き店舗等を利用した井戸端会議、かつての古い言葉にな

りますが、目的もなしに何となくいろんな会話ができる場所、情報交換ができる場所、

そういったものに何とか配慮、お手伝いをいただけないかとそういう内容であります。

出入り自由の地域のたまり場的な利用空間を設置してはということで考えております。

公共施設などでは、利用目的、利用人数等々申請が必要であります。使い勝手に不便

さを感じているところですので、この点についてお伺いをいたします。 

以上申し上げて１回目の質問とさせていただきます。 

 

◇議  長 川井農業委員会会長。 

 

◇農業委員会会長 坂本議員からのご質問でありますけれども、このたびの農地法の改正、

またこれからの基盤法といいますか、あっせんについてだとかそっちのほうも関連が

あるかと思いますので、それに答えたいと思いますのでよろしくお願いいたします。 

このたびの農地法の一部改正は、食料の安定供給を図るための重要な生産基盤であ

る農地について、転用規制の見直し等により、その確保を図るとともに農地の貸借に

ついての規制の見直し、農地の利用集積を図る事業の創設等により、その有効利用を
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促進することを目的として、６月１７日に参議院で可決成立されたところであります。

この改正には、農地の確保と利用促進の方策を初め、相続農地対策など、農業委員会

系統組織が積み上げた政策提案と意見が多く反映されておりますが、企業等の農業参

入の拡大や農業生産法人への出資制限の緩和等については、農業、農村現場に根強く

ある不安や懸念を払拭する必要があります。改正法では、認定農業者等の担い手の育

成、確保や地域の秩序ある農地利用の取り組みに支障を来たさないこと、不耕作や転

貸しを目的とする農地の利用権の取得を防止すること、株式会社、一般の農地所有権

取得を認めないことを基本に、懸念払拭のための措置が講じられております。運用に

当たっては、現場での不安や混乱を招くことのないように、きめ細かな実効のある万

全の措置が重要であります。また今回の改正により、農業委員会の役割と責任が質、

量ともに増大することから、農業委員会組織の体制整備と、適正かつ円滑な業務執行

のための国の予算措置の拡充が必要不可欠であります。大空町農業委員会は、農地制

度における農業委員会の役割の重要性と責任の重さを深く受けとめ、運用の透明性と

公平性、公正の確保に努め、関係機関と連携を密に図り、農地の確保と有効利用に向

けた取り組みを強化してまいる所存であります。 

現在の農地あっせんは、農業経営基盤強化促進法に基づいて行っております。基盤

強化法は、農業者に対する農用地の利用の集積及びこれら農業者の経営管理の合理化、

農業経営基盤の強化を促進するための措置を総合的に講じることを目的としています。

農業委員会では、農業経営基盤強化促進法第１３条に基づく、大空町農業委員会によ

る農用地の利用関係の調整に関する手続規程を設定し、農地あっせんを行っていると

ころです。農業委員会統合前から、５名程度の地区担当委員によるあっせんを行って

いましたが、具体的には、２月から農業委員全員の申し合わせにより、大空町を５地

区に分け、それぞれ５名の地区担当委員による農地あっせん委員会を設置しています。

過去には、周囲の人が知らないうちに農地の使用者が決まっていたことがありました

が、現在は、地区担当委員で周知範囲を決め、全戸にファクス等で申し出の連絡を行

っています。希望者が多数の場合、農地の面積、形状等により希望者全員に農地が当

たらない状況も出てきますが、その都度、受け手の決定についての説明を行い、一定

の理解を得ているところです。受け手の決定の判断としては、農地の集積と経営面積

の底上げを原則としてあっせんを進めております。今後も国の政策等の方向転換がな

い限り、この考え方で進めてまいりますのでご理解いただきたいと思います。 

以上、ご答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 中村教育長。 

 

◇教 育 長 坂本議員のご質問にお答えをしたいと思います。まず１点目の家庭、地域

との連携の具体的な方策等にかかわってということでございますが、現在、家庭と

地域との連携を図る事業として、大きく５つの事業を教育委員会として展開してお

ります。１つ目は、家庭教育支援基盤形成事業でございます。これは文部科学省の

委託を受けて進めている事業であります。２つ目として、子育て機能強化推進事業

でございます。３つ目として、家庭教育相談事業、4つ目として、子育て支援ネッ
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トワーク充実事業、この4つを主に家庭と地域の連携を結ぶということで取り組ん

でおりますが、これらについては、いずれも合併以来、今年で４年目を迎える事業

として進めております。その結果ですね、学校、ＰＴＡ、地域などとの連携も非常

によく取れてきまして、一定の成果を上げ、年々充実した取り組みを展開している

ところであります。これに加えて、昨年から家庭の教育力の向上を図るということ

で、身近な人々に応援をいただいて子育てサポート等にかかわる家庭教育支援チー

ムというものも新たに創設をいたしまして、そこに集う人々によって、情報や学習

機会の提供、相談体制の充実などですね、家庭と地域を結びながら、きめ細かく家

庭教育支援をしていくという体制を整えているところでございます。先ほどご指摘

もございましたが、これらにかかわってさらに充実していくよう、今後また取り組

みを進めてまいりたいと、このように考えております。 

   ２つ目の異世代交流、コミュニケーションの場づくり等環境の整備ということに

ついてでありますが、これについては、これまでの定例会の中でかかわって何回か

ご説明を申し上げた記憶がございますが、１つ目としてファームスクール。これは

山下町長が女満別町時代に立ち上げたものでございますが、それが１つ目でござい

ます。それから２つ目としてカボチャの栽培事業。３つ目として放課後子どもプラ

ン推進事業。４つ目としまして子ども会活動。５つ目としまして学校支援地域本部

事業、それからその他ことぶき大学による高齢者の皆様方の連携事業というものを

展開してございます。簡単にそれらの内容についてご説明申し上げますと、ファー

ムスクールは、ご承知のように苗を植えて成育を観察し、稲刈りをしてその刈り取

ったもち米でもちつき大会をそれぞれの子供たち学校でやるということでございま

す。当初は女満別、豊住小学校の児童だけだったのですが、昨年から東藻琴小学校

の子供たちもこれに加わりましてですね、全町３つの小学校の子供たちがこれにか

かわるようになってございます。このもちつき、あるいは現地における農業の指導

等については、地域の方々、ＰＴＡの方々のご支援、ご協力をいただいて取り組ん

でございます。２つ目のカボチャ栽培ですが、これは種を植えて、そして収穫をし

てということでございます。さらにはその収穫をしたものを販売をしたり、あるい

はそれを用いてですね、札幌の著名な調理師による料理教室を開いたり、あるいは

学校給食にその収穫したカボチャを提供申し上げているという、食育にかかわる事

業として展開しているものでございますが、これも当初はですね、豊住小学校の５、

６年生、女満別小学校の６年生が取り組んでいたのですが、昨年度から東藻琴小学

校の６年生も入って、全小学校の高学年の子供たちが農場で、種を植え、成育を調

べ、収穫をし、販売をし、そして料理教室あるいは給食に提供するというような、

そういう地域の方々のご指導、連携の中で展開している事業でございます。３つ目

の放課後子どもプラン推進事業ですが、これは福祉部局との連携を図りながら、す

でに女満別町時代、東藻琴村時代からも含めてですね、平成１６年から長く取り組

んでいる事業でございますが、女満別地区では、めちゃいるど館、東藻琴地区では、

昨年度から東藻琴小学校を会場にして、異年齢によるいろんな遊び、スポーツ活動

等、そこに地域の指導者や、あるいは安全管理員としておいでをいただいている方

々を含めてですね、広く異世代の交流の場として充実した展開をしているところで
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ございます。子ども会の活動ですが、子供たちの数が減少している中でありますが、

それぞれ子ども七夕まつりだとか、子ども合宿だとか、子ども会のミニ運動会など

ですね、それぞれ地域の特性及び全町的なかかわりの中で展開をしていますが、そ

れについても地域の方々、保護者等ですね、さまざまな形での協力をいただいてい

るところでございます。それから５つ目の学校支援地域本部事業でございますが、

去年の後半から立ち上げをしまして、去年は教育委員会の事務方がそれを担ってい

ましたが、この４月からは、専門のコーディネーターを配置をいたしまして、学校

で計画をしておりますさまざまな体験活動にコーディネーターが企画調整をして、

地域のそうした活動にご支援をいただける方々の体制づくりをして、学校の教育環

境の充実に資している取り組みでございます。これは、さまざまなかかわり方を通

して、異世代の方々との交流あるいはコミュニケーションが高まっていくというこ

とで、今後非常に総合的な環境整備という点から、期待ができるものというように

思ってございます。最後に、ことぶき大学の皆様方による交流ですが、小学校の４

年生や幼稚園の園児との交流を毎年実施をしてございます。さらにそのほか、図書

館の皆様方による読み語り等の図書館活動の場を通して、異世代の交流、コミュニ

ケーションが展開されているところでございます。 

   ３番目の学校教育における児童、生徒の権利、義務を明確化してはどうかという

ご質問でございます。議員が今おっしゃられましたように、子供たちの権利、義務

にかかわりましては、大きくは日本国憲法の中で、基本的人権、自由と権利、個人

の尊重、生存権、学習する権利などがうたわれておりますし、戦後制定されました

児童憲章及び日本が平成６年に批准をいたしました児童の権利に関する条約等の中

で包括的にうたわれているところであります。学校教育の中では、ご承知のように

学習や生活場面において、特にこの自他の人権や立場の尊重、それからルールやマ

ナーを守るということについては、学習の場面、生活の場面において日常的に指導

しているところでございますが、特に道徳教育の中において、この子供たちの権利、

義務にかかわる内容が、それぞれ小学校１年生から中学校３年生まで発達段階に応

じて、内容が組まれておりまして、体系的な学習をする機会を得ているところでご

ざいます。その中でも権利、義務にかかわった項目を申し上げますと、自由と規律、

自他の生命や立場の尊重、公徳心、決まりの遵守、自他の権利と義務というような

こと。あるいは社会奉仕、自他の敬愛といったような内容がですね、小学校１年生

から中学校３年生まで９ヵ年にわたって体系的に学習するように整備されていると

いうことでございます。それから町全体としてですが、大空町青少年問題協議会で

平成19年度から大空町子育て10箇条というのを制定して、広報等で広く町民の方々

にも周知しているところでございます。その中では、あいさつとか、自分の考えや

意見をきちんと言おうとか、規則正しい生活とか、早寝早起き朝ごはん、いじめの

防止、社会や学校のルールの遵守、あるいはボランティア活動に参加しようなどで

すね、大空町ならではのこうした取り組みを展開しているところでございまして、

先立って網走教育局で会議がありまして行きましたらですね、教育局の入り口のと

ころの廊下にうちの町で作った模造紙大の大きな大空町の青少年健全育成にかかわ

るポスターというのですかね、掲示がされておりまして、非常に評価されているん
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だなと思って帰ってきたところでございます。これらは包括的にあるいはそれぞれ

部分的なかかわりの中で、議員がおっしゃる児童、生徒の権利、義務についてとら

えているものでございますが、ご指摘ございましたように、これらをもう少し焦点

化して、子供たちの立場にかかわってですね、わかりやすい形で何とかしていけな

いかなということもご指摘のとおり考えているところでございまして、少し時間を

かけさせていただいてですね、これらを整理しながら焦点化を図ってまいりたいと

このように思ってるところでございます。 

   ４点目の大空町の教育推進計画の実施と検証のあり方ということでございます

が、この大空町の教育については、経営計画書では合併以来、出し続けてきている

ところでございます。今年度新たに大空町教育推進計画を冊子の中に織り込んでで

すね、今後７年間の向かうべき姿を具体的に示したものでございます。これをどの

ように実施に移し、検証していくかということでございますが、それを受けてです

ね、今年度特に重点を置いて取り組むべき方針というものを立ててございます。こ

れは、平成２１年度大空町教育推進方針ということで、学校教育の部分、社会教育

の部分に分けて、この冊子の中にも入れ込んでございますが、そういう重点方針を

立ててそれを実施に移していくと、それで学校教育にかかわっては、その内容をで

すね、校長会議等で学校にも周知し、今年度、こういうことで教育推進計画のこれ

とこれについて重点的に取り組みますよという指示をしてございます。それから社

会教育にかかわっては、それを受けて社会教育推進計画というものを事務局で素案

を立てまして、社会教育委員の会議に付してですね、協議をいただいて決定をし

て、その社会教育の事業について取り組んでいくという体制をとってございます。

その計画の展開の仕方ですが、マネジメントサイクルＡＰＤＳＩ、目標、計画、実

施、評価、改善というこのマネジメントサイクルに基づいて、それぞれの計画を展

開していくわけでありますが、これが、年度末に終わった段階で、社会教育につい

てはですね、その社会教育にかかわる推進方針も含めて、社会教育委員会議に事務

局が評価、反省したものを付してですね、こういうことで反省をしましたというこ

とで、各委員さん方のご意見をいただいて、それをもとに反省し、改善点は次の年

度につないでいるとこういう取り組みをしてございますし、学校教育については、

平成２１年度大空町教育推進方針の学校教育にかかわる分について、全幼稚園から

高校まで、それの評価を各学校にお願いをいたしまして、その評価結果を集約いた

しまして、学校教育にかかわる分を教育委員会として全体的に取りまとめている

と、これらの評価については、教育委員会議にも付してですね、委員さん方にもこ

の検証や改善の方法等について、ご理解をいただいているところでございます。 

以上を申し上げまして答弁とさせていただきます。よろしくお願いします。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 私からは、３点目の高齢者の方々の居場所づくり、環境の整備ということ

についてお答えを申し上げたいと思います。 

私どもの町の中における空き店舗などの活用の事例といたしましては、女満別商
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工会があおぞらプラザ事業を以前実施をされておりました。けれども維持費や施設

の水周り等の課題もありまして、現在は、ほかの店舗を活用した商店街のにぎわい

づくり事業というような形で展開をされております。他の町村の例でございますけ

れども、隣の美幌町では、住民の方々が集えて語り合える場づくりということで、

ふれあいコンビニ「ば・じ・る」というものを平成１４年に立ち上げられたと聞い

てございますけれども、現在は休止状態になっているという状況だそうでございま

す。空き店舗などを活用して高齢者の方の居場所づくりということで、過去にも空

き店舗を所有されている方からそのような活用はどうだろうかというようなご提案

といいましょうか、相談を受けたことがございました。店舗の貸し出しについては

協力するよというようなお話しでありましたけれども、やはりそこで多少なり人の

かかわりというのが必要になってくるのではないかと、そのようなところをどのよ

うに確保していくかというような課題もありまして、実現には至っていない部分が

ございます。確かに店舗の維持管理する経費など、こういったものは私ども行政の

中で、ご負担を申し上げて対応するということも可能ではないかとそのように考え

ております。１番の課題は、その場所でどのような高齢者の方々の楽しみを提供

し、その若干のお手伝いをする人材などを確保するかということではないかなと、

そのように考えているところでございます。議員のご質問の中では、そういう空き

店舗の活用ということのご指摘といいましょうか、ご提言でありましたけれども、

公共施設の使い方について、もう少し柔軟に開放するというような形での使い方は

できないだろうかということについても、ご質問の後考えてみました。１つには、

女満別地区にあります老人福祉センター。予算を組みまして機能改善をしていこう

と、改修工事を行う予定としてございます。玄関のドアを現在のドア形式から引き

戸にして使いやすくすると。また施設にきております温泉を使って足湯を設定する

と。さらには、温室のところなどを植栽等にも配慮をして、癒しの空間をつくろう

というような内容になってございます。こういったところをですね、申請書云々と

いうようなことではなく、その施設のロビーというような意味合いに位置づけなが

ら、多くの方に自由に出入りをしていただいて、ご利用いただいくというような方

式はできないだろうかというようなことも考えてみました。現在、管理人というよ

うな形で配置もしております関係から、可能ではないかと、そのようにも思ったと

ころでございます。東藻琴地区につきましては、農業振興センターの活用が課題と

なっております。また、Ａコープ店舗のすぐ前にあるというような関係から、同じ

ような使い方ができないだろうかというような思いを持ったところでもございま

す。公共施設の活用、いろいろなご意見あろうかと思いますので、そういった方面

やら、議員がご指摘の空き店舗、空き家、そういったところの活用とあわせて検討

させていただきたいなと、そのように思ってございます。もう１つこういったこと

についての課題といたしましては、高齢者の方々の移動方法というようなことにつ

いての課題もあるのではないかと、そのように受け止めております。たまたま今

は、スクールバスにおける混乗でありますとか、地域間のバスというようなことを

しておりますけれども、さらにデマンド交通など実践的に取り組んでおられる地域

もございます。そういったことも含めて、高齢者の移動手段さらにはその居場所と
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いうものをあわせて考えて検討していきたいと、そのように思いますので、今後と

もご指導いただきますようによろしくお願いを申し上げます。 

以上、１回目のご答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 ７番、坂本一光議員。 

 

◇坂本議員 まず１点目なのですが、農業委員会に関する内容に一部会長の答弁の中に

含まれておりましたが、これ全国農業会議所の会長の法律成立後のコメントが新聞

記事に一部載っておりましたので、ちょっと読ませて、大部分は会長の説明の中に

あったと思います。全国農業会議所の太田豊秋会長、１７日改正農地法成立を受け

談話を発表した。同法の施行に向けては、農業委員を初めとする関係者の意識改革

に努めつつ、役割と責任を深く受け止め、新たな農地制度の周知徹底に取り組んで

いくということを表明されております。施行後は改正を初めとする法令事務につい

て、透明性の向上、公平、公正性の確保に留意して適正実施に努めるということで

ございます。そういったことで、先ほど会長の答弁にもありましたので、今後こう

いった内容を十分留意して進めていっていただきたいと思います。これについては

答弁結構です。 

   次に教育委員会の関係なのですが、いろいろ現在行っている事業名を挙げなが

ら、内容の説明を加えながら説明していただきましたけれども、果たして参観日で

すとか、参加する人数の割合は、どの程度になっているものなのかちょっと知りた

いと思います。ということは、私どももＰＴＡのお手伝いをしたりした経験もあり

ますが、例年決まった顔ぶれというのが多いのです。そういったことで、いろんな

講演会ですとか、勉強会なんかでもよく見受けられるのですが、よく内容について

熟知している人はよく参加してくれるんですけれども、本当に理解をして欲しい人

だとか、参加して欲しい人というのが、なかなか参加できていないというのがいろ

んなところで見受けられるところなのです。そういった部分について、もう少し教

育委員会が策定した事業も結構なのですけれども、果たして中身についてもう少し

工夫できないものか、そのように思うところです。特にＰＴＡの関係なんかでした

ら、だいたい小学校１、２年生、３、４年生ぐらいから中学校卒業するぐらいま

で、だいたい同じような顔ぶれで進んでしまうというのが現実としてあると思われ

ますので、薄くてもいいですから広く何かかかわれることを学校側として仕掛けは

できないものだろうかというふうに思っているものですから、その辺についてお伺

いしておきたいと思います。 

   ２番目にありました、これは異世代交流の部分なのですが、例えば女満別高校で

行っておりますボランティア活動なんかでしたら、直接家庭に出向いていろいろ交

流をもっておりますし、実際、御萩ですとか、いろんな作業的な除雪のボランティ

アだとかは、非常に喜ばれておりますし、効果は実際あると思われます。そのほか

花の植栽等々ボランティア団体と協力しながらやっている部分があるんですけれど

も、やはりそのことにつきましても、今までやってきたことは無駄だと思いません

し、効果はあると思うのですけれども、今までやってきたからこれでいきましょう
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っていうことではなくてですね、何かその辺に目新しさを加えていけば参加者なり

関心を示す、まあ子供さんでも地域の大人でも、いろんな面で出てくるのではなか

ろうかと思います。ファームスクールなんかでしたら、決まった学年が毎年順繰り

やっていくから人は変わるんですけれども、逆にそうでないものも結構含まれてい

るように思いますので、そのところを今後に向けての事として取り組んでいただけ

ればと、そのように思います。 

   それから３番目については、道徳教育という部分で取り組んでおられるというこ

となのですが、やはり今、国内で子供の権利ということについては、決めはあるの

ですけれども、なかなか実行性になるとけじめがないといいますか、明確化されて

いない、意外と理解されていないということをある雑誌で紹介されておりました。

これが例えば、その雑誌の記事においては、韓国の一例が紹介されていたり、ドイ

ツの青少年の教育についての権利と責任ということについての内容も紹介されてお

りましたけれども、もっともっと広く学校ですとか、限られた部分で取り組むので

はなくて、多くの人の理解と協力というものがこれ必要になってきますので、その

取り組む内容についての広報といいますか、そういったものも工夫が必要なのでは

ないかなと考えるところなんです。何かやってるようだけどというんじゃなくて、

一人でも多くの方にやってる内容を知ってもらいながら、そういった事業を進めて

いかれることが望ましいと思います。いろいろ広報はばたきなんかでも紹介される

事例があるんですけれども、その中で、重立った皆さんの関心の持たれるようなも

のを、１つでも結構ですからわかりやすいような形の表現をしながら、もう少し周

知徹底があれば、また新たな意見、それから形というものができてくるのではなか

ろうかと、そのように考えております。 

   それから４点目の実践と検証ということなんですが、その辺は常々すべての面で

やっておいていかなければなりませんし、この辺についても関係者だけが知ってい

るというのではなくて、なんらかの方法で今までこういうことをやってきてこうい

うことがまずかった、課題としてありますとそういったものを逆にお知らせするこ

とによって、いろんな知恵も出されるのではなかろうかと思いますので、一応お伺

いをして２回目の質問とさせていただきます。 

 

◇議  長 中村教育長。 

 

◇教 育 長 それでは２回目のご質問にお答えをさせていただきたいと思います。参観

日の具体的な数字を学校から求めて集約したことはございませんが、私も公務に支

障のない限り参観日に出向いておりますが、年の１番初めにやる４月の参観日です

がどこの学校も１００％を超えた出席率でございます。これは大変、このところで

すね出席率がいいということで喜んでいるところですが、ただしＰＴＡ総会に入っ

ていく段階になると、ぐっとその参加者が減るという実態は、これは今までと変わ

っていない状況かなというふうに思ってございますが、４月は大変皆さん興味関心

を持たれて出てきてくださっているというところでございます。 

   それから、理解していただきたい人がいろんな行事をやってもですね、なかなか
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来てもらえてないということがございました。実は昨日ですね、今年教育委員会が

主催して学校教育研修会というものを今年で３年目を迎えるのをやるんですが、昨

日それをどうやるか、進めるかという交流会を行いました。その中でよりたくさん

の保護者の方々にも、町民の方々にも参加していただけるようなことについてもい

ろいろ検討、協議をいたしました。中身の持ち方についても協議をしたということ

でございまして、これについてはですね、この後また広く広報の折り込み等でご案

内を申し上げたいと思います。 

   それからもう１点、こないだの６月の校長会議の折に各校長先生方に指示をした

ことでございますが、まさに坂本議員おっしゃられた、来られる人は関心のある人

は集まれるけども、そうでない人方に学校と家庭を結ぶ情報を、例えば家庭教育の

情報をどうやって提供していくかというようなことについて、今年はこういうこと

をやって欲しいということで指示をしたのですが、大抵学校だよりは表面しか印刷

をしてございません。それで字も割りに小さいよと、そういうことでですね、今年

は裏面を活用して重点的なポイントを置いてですね、少し大きめな字でぱっと読め

るように、それを年間を通してですね、ぜひ校長先生方、努力をしてほしいという

指示をいたしました。今日的な課題についてでも結構ですし、今議員がおっしゃら

れましたような子供のしつけ等に関わること、親のあるべき姿等にかかわってでも

結構ですから、そんなことをぜひ仕掛けをしてほしいということでお願いをしたと

ころでございます。参観日の出席率等についてはですね、各学校では全部集計して

いると思いますので、この後情報を集約してまいりたいと、このように思います。 

   それから、異世代とのかかわり、コミュニケーションの問題ですが、先ほど１つ

ご紹介するのを忘れました。実はけさの北海道新聞にも出ていて皆さんごらんにな

ったのではないかなと思いますが、町内の建設業協会の方々が女満別小学校の６年

生を対象にもう１０年近いですね、お道具箱をつくる工作とグランドでの測量体験

をですね、長くやってくださっております。これなんかもですね、実際にそれぞれ

の建設業に携わっているトップの方々や実際に指導してくださる方々も入ってです

ね、非常に子供たちの興味、関心を高める取り組みとして、評価されているところ

でございます。 

   それから、女満別高等学校のボランティアの子供たちのことについてお話しがご

ざいました。これは多分ご承知でなかったと思うのですが、小学校、中学校、高等

学校で教育課程、カリキュラムを組む内容が、若干違いましてですね、それを全部

が全部、小学校や中学校で高校のボランティアのように取り組めるかというと、そ

こにはある一定の限りがあるということもございましてですね、全部の学校でそう

いう同じような講師でやれるということにはなりませんが、今、何か目新しさを加

えていけばというご指摘もございましたので、また校長会議等で、ご指導いただい

たことをもとに工夫をするような働きかけをしてまいりたいとこのように思ってご

ざいます。 

   ３点目の権利と義務についてですが、北海道でも奈井江町が、それから札幌市が

昨年の１１月でしたか、子供の権利に関する条約的なものをそれぞれ制定している

ということを聞いております。こうした大がかりなことにいくかどうか、ここまで
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は今の段階では明確に申し上げられないのですが、何らかの形でそれに近づいてい

くような先ほど申し上げましたような、資料の整理、取りまとめ等は、委員会とし

ても今後取り進めてまいりたいなと、このように思ってございます。それから、こ

うした内容についてですね、はばたき広報生涯学習情報誌の中でも取り上げており

ますが、それらもうまく工夫をして、皆さんに理解をしていただくような形にして

まいりたいと、このように思います。 

   最後、検証と実践のことですが、ご指摘いただきましたように、社会教育委員あ

るいは学校の管理職には、先ほど申し上げましたような推進方針の評価等について

お知らせをしてますが、広くそれらについて町民の方にお知らせをするという取り

組みはしてございませんでしたので、はばたき等を活用して、それらについてもこ

んな反省評価をしましたということをお知らせをしてまいりたいと、このように思

ってございます。よろしくご理解いただきたいと思います。 

 

◇議  長 ７番、坂本一光議員。 

 

◇坂本議員 いろいろ取り組み等々説明をいただきました。これについては、地域一般

の大人のかかわりも多い部分ですから、それに賛同しながら協力、ご指導いただい

ているご父兄、地域の人々には心から感謝を申し上げたいと思いますし、敬意を表

したいと思います。そういった事実をですね、１つ１つ積み上げながら、またそれ

に安住することなく前向きに検討を重ねていきながら進めていただきたいと思いま

す。 

   それから、子供に対する権利と、逆に責任という部分につきましては、その年齢

に応じた教え方というのが道徳の中でやられるのでしょうけれども、いろんな学校

生活等々の中でやはりその個人差があるところが、何といいますか授業時間が限ら

れている、学校での生活時間が限られているということで、なかなか徹底できない

課題というのは私も理解できるところなのですが、そういったことにつきまして

も、いろいろ先生方それから地域の方々また家庭、親御さんですね、そういった方

と連携をとりながら鋭意努力工夫をしていただきたいと、そのように申し上げたい

と思います。 

 

◇議  長 中村教育長。 

 

◇教 育 長 今ご指導いただきましたように、そうした実績を積み上げながらですね、反

省、改善すべき点を明確にして次の取り組みを展開してまいりたいと、このように思

ってございます。 

子供の権利と責任につきましては、今議員もおっしゃられましたように、小学校の

道徳の中で、１年生から中学３年生までの内容が体系的に載ってはいるのですが、そ

の社会的な事象だとか、生徒指導上の問題にあわせてですね、特化した形での指導と

いうものも時には必要だというふうに思ってございます。それについては、学校の中

で年間道徳の時間は３５時間あるわけですが、内容等は中学生あたりになりますと全
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部で内容が１８ぐらいしかないと、その後そしたら１７時間分の内容はどうするかと

いいますと、その学校の実態に応じてですね、同じテーマをさらに掘り下げて授業の

中でやるというような、そういう弾力的な編成なんかも許されておりますので、それ

らについてですね、また留意をしながら、学校等に指導をしてまいりたいとこのよう

に思ってございます。そのほか個人差があるさまざまな子供たちの成長発達の実証等

については、家庭それから地域との連携を先ほど前段に申し上げましたさまざまな家

庭教育にかかわるですね、あるいは地域の方々との中で情報交流をしながら、さらに

取り進めてまいりたいとこのように思いますので、今後ともどうかよろしくご指導い

ただきたいと思います。 

 

◇議  長 坂本議員の一般質問中ですが、ここで１０分間休憩をいたします。 

 

休憩 午前１０時５１分 

再開 午前１１時０１分 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

   坂本議員の一般質問を続けます。 

   ７番、坂本一光議員。 

 

◇坂本議員 教育行政に１点大事なところを忘れておりましたので申し上げさせていただ

きたいのですが、１つは芝桜、学び舎等々いろいろ園だよりなんかも来ておりますの

で非常にありがたいと思っておりますし、これはもうぜひ続けていっていただきたい

と思います。 

それともう１点、大空町の教育に書かれている内容全て実践できれば、もうすばら

しいことにつながっていくと思うんですけれども、あまりにも言葉なり文章で押しつ

け的な要素が出てくるのではなかろうかとちょっと心配事がありましたので、その辺

をちょっと気をつけながら計画の推進に当たっていただきたい、こういったことを申

し上げておきたいと思います。 

 

◇議  長 中村教育長。 

 

◇教 育 長 ただいまご指摘をいただきました、押しつけ的にならないようにという今ご

指摘いただいたことについて、十分留意をしながら、取り進めてまいりたいと思って

ございます。特に大空町の教育推進計画については、平成２１年から平成２７年まで

の７ヵ年間ということですので、そうしたことを踏まえながらですね、１年１年スパ

イラルにですね、実現に向けて取り組むということであわせてご理解をいただきたい

なと存じます。どうもありがとうございました。 

 

◇議  長 ７番、坂本一光議員。 
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◇坂本議員 ３番目の通告書には高齢者等ということで入れさせていただいたのですが、

高齢者に限ったことばかりでなくて、例えば子供さんでしたら、先ほど教育委員会で

もありましたけども子供の居場所づくり、放課後子どもプランなんかでいろいろと取

り組みがされておりますが、高齢者の場合につきましては、例えば、ある一定の認知

の障害が出てきたとか、障害があるとかっていう人のための方策はいろいろあるんで

すけれども、元気なお年寄りの行き場所、例えば、ことぶき大学だとか生きがい教室

に積極的に参加している人は、この人たちは全然問題ないのですけれども、中にはそ

ういったことに参加できづらい方も結構おられると思うのです。それから、農村部で

あればかなりの方が車で街まで来るのですけれど、まあ農村部については、公民館と

いうのを上手に使っている地域も見受けられますので、これについてはいいのですけ

れども、やっぱり市街地の方たちの意外と行き場所がないというふうに見受けられま

す。こないだちょっと住民の方からご指摘いただいたのですが、農産物の加工施設、

メルヘンカルチャーセンターがありますが、ああいったところで加工したものを何ら

かの形で販売につなげられないだろうかと、そういう場所があればぜひそういうこと

に取り組んでみたいというような方がおられました。その方たちは７名ないし８名の

グループで日ごろからカルチャーセンターを利用されている方なのですが、案外、形

的には美幌のば・じ・るに近いような、あそこは完全に民間だけでボランティアの方

たちの協力を得ながらやって、まあ休止したというのは存じ上げなかったものですか

ら、今町長の答弁で初めてわかったのですけれども、そういったことで週２日から最

終的には週５日までいろんな形で活動の場、よりどころとして利用されてきたという

実例もありましたけれども、なかなか大空町内におきましては、独自でそこまでの考

えはあるけれども、実行には移せないという実態があるやに見受けられます。今の時

期でしたら、いろんな農家の庭先の野菜なんかも提供できるでしょうし、そういった

物販ばかりじゃなくて、たまに軽い気持ちで寄ってみようかと、そういった場所があ

れば、意外と知られることによって人も集まってくるのではなかろうかと、そのよう

に思います。大空町の場合には、割合的には平均元気な高齢者が多いということで、

非常に喜ばしいことなのですが、そういった部分、それが１つの生きがいにつながる

方もいらっしゃるようですので、以前検討されたという経過もあるようなのですけれ

ども、その商工会の方々なり何らかの形で実現に向けた努力をお願いできないものだ

ろうかと、そのように思うのですがいかがでしょうか。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 高齢者の方々など、家庭にどちらかというといる時間が長い方々、そういう

方々を社会の中に出てきていただいて、いろいろな活動をするということにつきまし

ては、体の健康のこと、また精神的な面、そういうことを考えましても非常に大切な

ことではないかなと、そのように思います。高齢者の方々などが非常に割合として多

くなっている時代でありますので、そういうものについても行政として考えていかな

ければならないことだと、そのように思っております。本年から社会福祉協議会と連

携をいたしまして、見守りネット事業というものをスタートといたしました。これは
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従来、東藻琴地区でやっていたふれあい訪問、これを拡充するような形で取り組みを

行うということであります。これにつきましては、地域にどういった方々がいらっし

ゃって、どのような生活をされているかということを把握をしながら、その方々にど

のような支援といいましょうか、かかわりが必要なのかということをお手伝いをする

発端になる事業というふうに考えてございます。そういったものを活用しながらです

ね、皆さんどのようなことを望んでおられるのか、単に集まっておしゃべりをしたり

情報交換をしたりというような憩いの場的なものが必要とされているのか、また議員

がご指摘があったように、さらにもう少し専門的なことで実益も兼ねたようなボラン

ティア、さらには営業といいましょうか、仕事というようなところまでのことを望ん

でおられるのか、それによっても展開の仕方が変わってくるのかなと、今そのように

受け止めてございます。先ほど別な質問で指示待ちと、そういう人種の方々が増えて

おられると。それは決して子供だけではなくて、私ども大人もそういうところはある

のではないかと。思いはあってもなかなか実行に移せない、そこのところをちょっと

した仕掛けで背中を押す、また引っ張り上げるというようなことで行動に移していく

ということは、大変大切なことだろうと思います。そのことは行政の機関としても十

分受け止めて、私ども行政がそのようにならないように努力をしていきたいとそのよ

うに思います。そのようなことから、先ほど言いました公共施設での展開ということ

についてもご指導いただきたいと思いますし、またそれが不十分だということであれ

ば、先ほど言った空き家ですとか空き店舗、そういったところの活用ということも考

えてみたいと、そのように思っておりますので、今後ともご指導いただきますように

よろしくお願いを申し上げます。 

 

◇議  長 ７番、坂本一光議員。 

 

◇坂本議員 大空町内、東藻琴地区については存じ上げない部分があるのですが、女満別

地区については、いろんな地区ごとに、日の出クラブだとか、しらかばクラブ、その

中での活動も私の母親も参加させていただいて、行くのが楽しみっていうサークルも

あります。それでお年寄りの場合は、一人世帯ですとか、先ほども言いましたように

核家族化が進んでおりますので、やはり積極的な仕掛けってうのが、やっぱり行政で

なければできない部分というのがあるのではないかと。民間ではなかなかできないで

すし、１番自由な時間のとれる年代層でもありますから、そういったことを積極的に

これから取り組み、仕掛けに前向きに取り組んでいただきたいと、そのように申し上

げたいと思います。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 ご質問をいただいた中で、先ほど言った公共施設の取り組みがどうかという

ことをまず検証をしてみたいと思いますし、さらには空き店舗、空き家そういったも

のを活用しながら、例えば、街なかにそういう方々が集う場所という形のほうがいい

のかということもあわせて検討させていただきたいと思います。またその折、いろい
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ろご指導いただきますようにお願いを申し上げたいと思います。 

 

◇坂本議員 終わります。 

 

◇議  長 これにて、坂本一光議員の一般質問を終了します。 

    次に、１２番、小島一弘議員の一般質問を許します。 

 

◇小島議員 本会議開会前に、私に光栄にも１５年表彰の受賞をさせていただいたわけで  

ありますが、ここに立ちまして、果たして私が受賞するにふさわしいかどうか、気恥

ずかしい思いでいっぱいでございます。しかしまあ、町民の皆さんを代表する議員と

してですね、住民の皆さんの声を行政に届ける、そして強大な、大統領制というもと

での行政の執行権に対してですね、厳しい監視の目とチェック機能を果たさなきゃい

けないと、そういう意味で改めてですね、初心に返って、今回の質問をさせていただ

きたいと、このように考えてございます。通告に従いまして、私は今回は大きな点で

は１点に絞ってございます。女満別、豊住、東藻琴各小学校の教育用コンピューター

の導入、この１点に絞りまして、一般質問をさせていただきたいというふうに考えて

ございます。しかし、私の癖で、１つに絞っても７項目にわたって大きな項目がござ

いますので、時間を有効に活用しながら質問をさせていただきたいと思います。 

   その１といたしまして、談合情報によるとされる入札延期の事実経過と背景につい

て伺わせていただきたいと思っております。 

２といたしまして、３月定例会において可決されました当初予算におきましては、

備品購入費として、教育用パソコン、女満別小学校分１，０６０万２，０００円、豊

住小学校４６４万１，０００円、東藻琴小学校８４９万３，０００円が予算措置をさ

れているわけでありますが、その考え方について、約２，４００万円にもわたるわけ

でありますけれども、基本的な考え方、備品購入費としての予算づけの考え方につい

て、基本的な考え方等を伺いさせていただきたいと思います。 

３といたしまして、通告では、ＡＢＣＤＥＦＧという格好でやっておりましたけれ

ども、私の方で順番を変えまして３番といたしましては、政府の緊急経済対策などの

文科省関連予算は、巨額に上るというふうに聞いておりますけれども、約２，４００

万円を、数少ない貴重な一般財源から拠出するのはなぜなのか、このことについてお

伺いをさせていただきたいと思います。学校教育用コンピュータ導入更新については、

私の知るところによりますと、この対策は７割補助という手厚い補助があるやに聞い

ております。情報収集その他の面からも、どう対応してこられたのか、お伺いをさせ

ていただきたい、このように思う次第であります。 

４番目といたしまして、このことにかかわりまして、庁舎ＯＡ委員会の果たす役割、

コンピューター導入についてですね、現場の先生方と教育委員会担当職員との導入検

討委員会というようなものの設置が具体的にされたのか。されたとすれば、きちんと

その内容を精査し、整理をして進めたのか、その点についてお伺いをさせていただき

ます。 

５といたしまして、仕様書の不備が今回の談合問題が起きる以前から、仕様書の不
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備が業者によって指摘をされている、私も見させていただいた経緯があるわけですが、

不備が数多くあります。過日の厚生文教常任委員会におきましても、指摘をさせてい

ただきました。例えば、共通事項に書かれている別紙４、納入機器一覧表がそもそも

存在しない、添付もされていない、本来必要なレイアウト図もない。などが見受けら

れているわけですが、一体どのように仕様書作成のための基礎資料収集及び作成をし

たのか。ちょっと疑問点が多く不信感を感じられるところもありますので、そのこと

についてお伺いをさせていただきます。 

６といたしまして、地域分割指名はだれがいつ決定したのか伺いたいと思います。

また、指名委員会はどう関係されてこられたのか、これもあわせてお伺いします。 

７といたしまして、今後の対策と課題について。今回の事案により、本町の行財政

に対する不安と不信感がぬぐえない状態になったら大変危険なことであります。執行

側の責任は極めて重大であるというふうに私は思っておりますけれども、具体的な対

策と課題を最後に求めたいと思います。 

以上、小さな項目が７点にわたりますが、教育長、教育委員長、町長にそれぞれお

答えをいただきたいとこのように思います。 

１回目の質問を終えます。 

 

◇議  長 中村教育長。 

 

◇教 育 長 それでは、小島議員のご質問にお答えをしてまいりたいと、このように思い

ます。まずは、談合情報による入札延期の経過についてご説明を申し上げます。 

今年度、先ほどから話がありましたように、３つの小学校の教育用コンピュータ

ーの導入ということで、６月の５日、指名業者８社に対して、６月１１日に入札を

行いますということで通知をしましたところ、６月８日に報道機関から、入札の延

期をするのかという問い合わせがありまして、また、６月の９日に、納入業者が既

に決まっているとの匿名の電話が役場に入りましたため、信憑性が高い情報と判断

をいたしまして、大空町の建設工事等に係る談合等情報の対応及び手続きに関する

要領を準用いたしまして、対処することとした次第でございます。要領の中では、

入札日までに指名業者に対する事実確認を行わなければならないことになっており

ますが、入札の日が６月１１日と間近でありまして、それまでに事実確認ができな

いと判断したため、急遽、談合情報のありました９日の日に、指名をしている業者

に対しまして、延期の通知と事実確認のための事情聴取をさせていただきたい旨の

通知をあわせて発したところであります。１０日から１１日にかけまして、女満別

地区及び東藻琴地区におきまして、指名業者全８社を対象としまして、４人の課長

によります事情聴取を行いました結果、談合の事実は無いと判断をしまして、１２

日に町長に対して報告を行っているところでございます。この間、皆さんご承知の

ように、読売新聞、北海道新聞に談合情報の記事が掲載されましたために、１６日

に議会の厚生文教常任委員会、同じくその日に議員協議会において経過をご報告

し、今月１８日に、改めて入札を今月３０日に実施するという文書を、一部ご指摘

のありました不備の文言、数字の修正等あるいは基本的仕様については変えてはご
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ざいませんが、それらを含めて配付をいたしたところでございます。 

２点目の備品購入費として予算措置したことについて、お答えをしたいと思いま

す。各小学校に導入を予定してますパソコンにつきましては、パソコン本体及びプ

ロジェクター、教育用ソフト、ネットワーク機器及びパソコン教室用ネットワーク

敷設を一括して備品購入として入札をしておりますけれども、あくまでも備品が主

体でありまして、ネットワーク設備につきましては一体的なものであると、パソコ

ンを設置をしてですね、利用していく上で一体のものであるというそういう認識の

もとに備品購入費として、計上した次第でございます。 

順番が変わりまして、Ｆが３番目ということでございます。なぜ２，４００万円

を緊急対策関連予算がある中で、一般財源から拠出するのかと、このことについて、

お答えをしたいと思います。今回、国の補正で大規模な緊急経済対策が打ち出され

ましたけれども、これは、新たな雇用の創設や地域企業の活性化を目的とした補正

予算でありまして、各自治体において４月１１日以降に補正を行ったものについて

該当するというようになってございまして、今回導入を予定しております各小学校

のパソコンにつきましては、年度当初予算に計上されていることから、この緊急経

済対策の対象にはなってない次第でございます。なお、平成２０年度に導入をいた

しました両中学校の教育用パソコンと、今年度導入を予定しています３つの小学校

のパソコンの財源につきましては、小泉内閣が重点計画として位置づけましたｅ－

Ｊａｐａｎの構想に基づき交付税措置がなされておりまして、その財源を利用して

購入をしている、あるいは予定しているところでございます。 

４番目、庁舎内のＯＡ委員会の果たす役割と、学校の導入検討委員会等の設置に

ついてでございます。始めに、学校のコンピュータの検討会議についてお答えをい

たします。これは任意の組織でございますが、平成１９年度に各学校から推薦のあ

りました、それぞれパソコンに造詣の深い先生方によりまして構成をいたしまして、

現状や課題、今後の更新の方向性といった内容につきまして、４回、会議を開催し

てございます。また、平成２０年度に導入をいたしました中学校のパソコン更新の

入札執行に当たりましても、入札の前に一度、両中学校の担当の先生方と機器の構

成、ソフト等の最終打ち合わせを実施してございます。さらに、今年度、３小学校

に導入するパソコンの更新に際しましても、平成２０年度中に小学校の担当教諭と

２回、平成２１年度には、入札の前に１回打ち合わせを行いまして、機器構成等に

ついて協議をし、それらの意見に基づいて仕様書を作成している次第でございます。 

次に、庁舎内のＯＡ委員会の果たす役割ということでございますが、大空町のＯ

Ａの推進と効率的な運営を図るために、庁内にＯＡに精通している１０名の職員で

構成するＯＡ専門委員会が設置されております。その役割としまして、ＯＡの導入、

機器更新計画、ＯＡの保守点検、ＯＡの維持管理、ＯＡの庁内ネットワーク、ＯＡ

による情報の共有化の５つについて、それぞれ妥当性を検証し、各課等に答申をす

るという役割をもってございます。ＯＡ機器の導入、更新、ソフトの導入修正、保

守点検などを計画しようとする課等はですね、あらかじめ庁内のＯＡ専門委員会に

諮問をしまして、その検討委員会の答申を受けなければならないことになっており

ます。この専門委員会が、各課が計画しましたＯＡ機器の導入等に関しまして、そ
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の必要性や機器構成が適正かどうかを検証し、ＯＡの推進と効率的な運営を図る役

割を果たしておるところでございます。教育委員会は、このＯＡ専門委員会の答申

に基づきまして、平成２１年度当初予算に計上している次第でございます。 

では次に、仕様書の不備についてでございますが、議員から厚生文教常任委員会

の折にもご指摘を受けましたとおり、仕様書に関わってですね、数字、字句等の不

備があったこと、この場を借りて改めてお詫びを申し上げたいと、このように存じ

ます。この仕様書の作成に当たりましては、専門的な教育用ソフトということもあ

りまして、専門業者数社からの見積もりを徴収しまして、その基本仕様に沿って、

パソコンの性能、プリンタの能力等について決定をしてございます。そのようなこ

とでこの点については、お詫びと同時にご理解を賜りたいとこのように思ってござ

います。また、関係する業者の方にも、大変ご迷惑をおかけをいたしたということ

でお詫びを申し上げたいとこのように存じます。 

   それから、地域分割指名はだれがいつしたのかというご質問でございますが、物

品の購入にかかわります業者指名につきましては、指名競争入札参加者基準に基づ

きまして、共通の基準としまして、契約の適正な履行の確保を図ることができる範

囲内において、町内に本店、支店または営業所を有する者の育成に努めなければな

らないということがございまして、そのような中から、実績に基づき判断するもの

でございます。また、８０万円以上の物品の購入につきましては、経験や実績を有

するもので、大空町物品競争入札参加資格申請が提出され、名簿登録をされた業者

と、このようにされてございます。今回の入札の指名の選定に当たりましては、大

空町物品競争入札参加資格申請が提出され、名簿登録されております業者の中から、

ただいま前段で申し上げました基準に基づきまして、教育委員会として指名案を作

成し、最終的に町長の決裁をいただいたところでございます。また、地域を分割し

て指名したことについては、仕様書の中にも導入後１年間の保証期間を記載してお

りますし、またシステムやネットワーク、パソコンに障害が生じた場合に、授業に

影響が少なくなるような迅速な対応、現場を確認してもらえるというような観点か

ら、昨年度の指名実績に基づきましてですね、設置小学校から物理的に近い業者と

いうことで判断をし、今回取り上げさせていただいたところでございます。 

   最後に、今後の対応ということですが、今回ですね、仕様書の不備があったとい

うようなことで、行政運営に対する不信感を生じさせたという一面は、本当に深く

反省をしなければならないと、このように思っているところでございます。町長の

もとに寄せられるメール、あるいはふれあいトーク、あるいは意見箱等ですね、町

民からの意見等も今後十分に参考にさせていただきながら、信頼される行政運営を

進めてまいりたいとこのように思っているところでございます。今後とも、何とぞ

よろしくご指導のほどお願いを申し上げます。 

 

◇議  長 ここで、小島議員の一般質問中ですが、昼食のため休憩します。 

   再開は午後１時からにしたいと思います。 

 

休憩 午前１１時４０分 
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再開 午後 １時００分 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

   小島議員の一般質問を続けます。 

   合田教育委員長。 

 

◇教育委員長 先ほど教育長が答弁いたしましたが、教育委員会の事務処理に不手際がご

ざいましたことに対しまして、お詫びを申し上げます。今後、公正、正確な事務処理

に努めるよう、指導してまいりたいと思っておりますので、よろしくお願いいたしま

す。以下、この後教育長に答弁いたさせます。 

 

◇議  長 １２番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 なんか順序が逆な感じで、教育長の答弁がすべて行われた後に、教育委員長

から陳謝の声がありました。それはともかくとして、まず、１点目からお尋ねをしま

す。 

   １点目についてはですね、談合情報がもたらされたという点についてであります。

説明は、もちろん限られた時間だからこういう答弁だったんだろうと推測をいたして

おりますけれども、私が１番言いたいのはですね、電話による匿名情報というものを

ですね、根拠あるものだと判断をしたという話だったのですが、先ほどちょっと私も 

  聞き漏らしたのだろうと思いますが、あまり明快な答弁でなかったように思います。

改めてですね、このことについてですね、もう一度、お聞かせ願いたいと思っており

ます。なぜそういうのかといいますと、例えば、匿名であれば、いたずらであっても

その都度対応するということの問題にもなりますし、根拠が明快でないものも、いわ

ゆる談合情報の取り扱いについては、そうとう程度慎重を要するのではないかという

のが、第１点目の私の考えでございます。もう一度お聞かせ願いたいと思います。 

   ２点目であります。一番大事なことが報告されていないというふうに私個人は思い

ます。厚生文教常任委員会の席上におきましては、実はですね、６月７日付をもって

入札を指名された業者の中から、入札の執行の変更並びに、現説の実施を要請する要

望書が出ているのですね。その他のくだりを見ると、ちょっと堅い文書ですから、意

訳しなきゃ難しいのだと思うのですが、一部に業務威力妨害なんていう言葉があった

りしますから、これはまあ威力業務妨害の間違いだと思うのですが、こんなことで何

か問題であるかのように書かれている文書でも、指摘事項ではあるわけでありますけ

れども、その中で最後に、６月６日の持参文書は内容不足を追加したもので、意図的

なものか否かを疑うもので、かつ、積算必要日の減少を増幅させたため、この時点で

執行日延期の既成事実が確定であるという、非常に堅い文書なのですが、要するに先

ほど私が要約して言ったようにですね、１１日の入札は、積算仕様書の問題点、不備、

その他も含めてですね、あるから、延期してくれという申し出があったということの

取り扱い、これは町長宛ですよね、ファクスで本人に来ましたけれど、６月７日の日

曜日に送っている。その後ですね、６月９日に談合情報がもたらされたというふうに
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なっているわけでありますけれども、私は、このことについてなぜ触れていないのか、

何か理由があるのか、ということでもう一度答弁をお願いいたしたいと。１点目のこ

とについては、まだ続けてやりますけれども、まずお願いいたします。 

 

◇議  長 中村教育長。 

 

◇教 育 長 談合情報のことでございますが、先ほども１回目のご質問のときにご答弁申

し上げましたけれども、新聞社からの取材がございましてですね、延期をするのです

かというような問い合わせがこちらにありました。それから、今議員もおっしゃられ

ましたように、６月の９日にすでに納入業者が決まっているという匿名の方からの電

話が役場にあったというようなことで、それらの間に、そういうことが事実としてあ

るだろうという推測されるに足るですね、そういう意味での信憑性が高いというふう

に判断をいたしましてですね、先ほども申しましたように、大空町の建設工事等に

係る談合等情報の対応及び手続きに関する要領を準用して、今回対応をしたという

ことでございます。議員が今いたずらでもというようなお言葉で表現をされました

けれども、受け取りました側といたしましては、その内容等からですね、それがい

たずらであるというような判断ではなくて、そういう事実があるのかもしれないと

いう判断に立ちまして、匿名の方の電話でありますけれども、要領に沿って対応し

たということでございます。 

    

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 ７日付で出ております、要望書の関係につきましては、報告を受けてござい

ます。その後、教育委員会の担当職員において、要望を出された方に内容の説明をし、

６月１１日の入札執行についてご了解をいただいたと、そのように報告を受けており

ます。 

 

◇議  長 １２番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 先ほどの教育長の答弁なんですけれども、どうも、信憑性という裏づけがあ

んまりはっきりわからないのです。ただまあいいでしょう。こんなことをいつまでも

行ったり来たり話してもしょうがありません。信用したいとは思いますけど、匿名の

取り扱いですよ。１つだけ付け加えると。信頼に足りる人で名前はわかっているけど

も、匿名を条件に申し出た場合、あるいは、だれだかわからないけれども、内容にお

いて、先ほども言ったように、信憑性があるというふうに判断したと、内容が何か聞

かされてないのだから、私ども聞かされたって、答弁を受けた立場からいうと、何で

信用したのか、全然わかんないですよ。意味が。それが１つ。 

   それから、まあ答弁なくてもいいです。その程度のことであれば、次に時間もあり

ますから、やってもらいたいと思います。町長の答弁であります。この要望書につい

て、提出されたけれども、教育委員会の職員を通じてお話ししたら納得していただい
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たと、こういう話ですよ。私が聞いてる話とは若干ニュアンスが違うわけであります

から、お互い又聞きですから、あれでありますけれども、私は、この経過において強

調したいのは、こういうことについて、仕様書の不備やその他の問題があるから入札

を延期してもらいたい。しかも２，４００万円にわたるものですから、現説があった

ほうがいいんじゃないかという内容の提起についてですね、真摯に受け止める必要が

あるということを申し上げておきたいと思います。答弁があれば受けたいと思います

が、私としては、今さっき教育長が言いかけた備品購入費としての予算措置について、

次に入りたいと思っております。 

 

◇議  長 中村教育長。 

 

◇教 育 長 前段の匿名のことについては、先ほどご答弁申し上げたとおりでございまし

て、そういう内容を受けた段階でですね、そのように信憑性があるものと判断をした

ということでご理解をいただきたいと思います。それから、業者の件に関してでござ

いますが、不手際のあった書類をですね、担当の者から発せられたということで、す

ぐそれに気づいてですね、そういう指摘をいただいた後に、担当の者と課長と今この

申請書を上げられた業者の方のお家にもお邪魔をしてですね、内容についてるるご説

明を申し上げまして、ご理解をいただいたというように聞いてございますので、その

ようにお答えをさせていただきたいと思います。 

 

◇議  長 １２番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 匿名論議はもう今さらやってもしょうがないので、先ほど申し上げたように

備品購入費としての予算措置についての先ほどの答弁について再質をさせていただき

ます。私の考えは、６月１６日の厚生文教常任委員会でも指摘してあります。再説を

いたしますと、この備品購入費という名目で予算化されたものの中には、ネットワー

クとＬＡＮ配線工事は備品にあたらないと、私は主張いたしております。ましてやで

すね、共通事項の１６に書かれてある、職員これは学校に対してですけれども、シス

テム導入研修事業を実施すること。これは私の解釈では、当然、プロのスタッフを用

意しなければならないということなどが条件となっていると。先ほども言ったように、

明らかに備品にあたらないという私の指摘に対して、工事部分は予算全体から見ると

少額なので一体化計上したと、担当課長はこう答弁したわけです。今回の答弁は、ソ

フトと一体的であるから、このように備品購入費として取り扱ったと。これにはそご

が生じてる。どちらが正しいのか、はっきりさせていただきたい。まずその点につい

て。 

    

◇議  長 中村教育長。 

 

◇教 育 長 備品の購入費として計上したということにかかわっての重ねてのご質問であ

りますが、先ほどもご答弁申し上げましたように、主たる備品としてパソコン、それ
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を今回、教材用として動かしていく上でですね、ソフト、プリンタ、それからそれを

動かすための配線というのはあくまでも一体的なものであると、こういう認識のもと

で備品として購入をする計画を立てたわけでございますので、改めてご理解を賜りた

いとこのように存じます。 

以上でございます。 

 

◇議  長 １２番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 このことについても、やはり見解は分かれておりますし、私は自分の指摘は

正しいというふうに考えてございます。したがって、入札の仕分けとしてですね、備

品購入費と工事費はきちっと分けて、予算化も当然でありますけれども、入札の内容

としてですね、提起すべきだと私はこのように思っております。今日、通告の相手方

に名前を挙げておりませんので、今後はこの取り扱いについて備品購入費として予算

計上されたものが、内容が工事にかかわるものが含まれていることについての見解を

ですね、監査委員の意見を聞きたいわけでありますが、通告しておりませんので、そ

の後ですね、十分調査されて、何らかの形で報告をいただきたいということを申し上

げて次の質問に移りたいと思います。それで何かあれば受けます。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 私からも予算を編成した本人として申し上げたいと思います。私も職員であ

った時代、財政係長なども経験をさせていただきました。こういった歳出の予算、ど

のような科目に組むかということについては、大変頭を悩ませるわけであります。先

ほど教育長が答弁をいたしました本来の目的、それが何かと、また色々な要素がある

中で、それらを占める予算の本質の額というものも、その判断材料の１つになると私

はそのように考えてございます。いろいろな意見、さらには前例なども見ながら最終

的に判断をするわけでございます。実務提要などに１つの例として、時計を買ってそ

れを高所に設置をするというような場合、足場を組んで設置しなければならないと、

ですけれどもそれは本来、時計を購入をするというようなことが本来目的であるので、

こういった場合については、備品購入費として措置することが適当であるというよう

な事例も書かれてあります。そのようなことから、私はこの今回の一体的な導入につ

いて、いろいろなご意見があることはわかりますけれども、決して不適切な予算措置

ではないと私はそのように考えてございます。また、監査委員の方の今お話しもあり

ましたけれども、今後、平成２０年度におきましてもですね、中学校に予算措置をさ

せて同じような形式で導入をさせていただいてございます。そういった中で、何かご

指摘があれば、今後それは考えてまいりたいとそのように思うところでございます。

また、今こういうようなお話をいただきましたけれども、予算編成をして、予算のご

審議をいただきました議会におきましては、このことについて、単に予算書だけでは

なくて、予算の説明資料にも記載をさせていただき、皆さん方にも十分注視をしてい

ただいてお認めをいただいたと、私はそのように思っておりましたので、今後そうい
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うようなご意見があればですね、随時お伺いをしていきたいなと、そのように思いま

す。 

 

◇議  長 １２番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 見解の相違でありますので、３０分という時間の間の中で私も大事な項目を

いっぱい抱えております。先ほど言ったことはそのとおりで、私の主張は変えるつも

りはありません。したがって、今後については、そのように監査委員の皆さんにご判

断を仰ぎたいと思っております。 

   続きまして、政府の緊急経済対策文科省関連予算がある中で、約２，４００万円を

数少ない一般財源から云々ということで最初質問させていただきました。そのことに

ついてですね、お答えがあったわけでありますけれども、簡単に言うと、旧年度中に

おいては振りかえが認められたけれども、補正予算でないと、認められないというの

が今回の対策の中身だと思うのです。私は何が言いたいのかと言うと、国の補助金と

かその他についてですね、最も敏感に幹部をもってですね、対応しなきゃいけないの

は、町長及び担当職員の責務だと私はこう思ってるのです。昨年度は振りかえを認め

てくれた、しかし、来年度も認めてくれるとは限らない。経済対策が行われるという

ことはわかっていた。概要の中身の精査については別問題ですけれども、なかなか判

断がしにくかったこともあろうかと推察しておりますが、しかし、このことについて

もですね、やはりもっとアンテナを広げて、しっかりとした仕事をしていただきたい

というふうに申し上げておきたいと思いますし、視点を変えて言えば、小学校の建設

問題でも申し上げたのですが、統合補助金対応でこういう問題についても対応できな

いものなのか、そのことについてあわせてお聞かせを願いたいと思います。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 今回、平成２１年度の補正予算、これはかなり早い段階から編成をしなけれ

ばならないというような話がまいっておりましたので、そういう意味では、３月の定

例町議会が終わった後すぐ、また４月各課懇談を行ったときにも、そういう情報を十

分収集をして対処するようにということで、職員には何度となく話をしておりました

し、私自身も新聞、報道そういったものを注意をして見る、聞くようにしてまいりま

した。しかしながら、今回のこの関係につきましてはですね、正直申し上げて私ども

の情報収集がおろそかでこういうようなことになったということではないなと、私は

そのように受けております。また昨年の場合には、振りかえができたというような今

議員のご指摘でありましたけれども、昨年においても、振りかえは不可能でございま

した。これは、発注業務、昨年の場合一次補正、二次補正というものがございました

けれども、８月に出ました緊急総合対策では、８月の３０日以降に発注をしたものが

対象になると。さらには、１０月に出されました生活対策においては、１０月３１日

以降に発注したものが対象だと。今回、今補正予算は通りましたけれども、関連法案

はまだでございますけれども、国の経済危機対策、これは４月１１日以降に予算化を
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したものであるということでございます。そういうようなことから、今回、このパソ

コンにつきましてはですね、たまたまこの時期に導入を予定していた、例えば、平成

２２年度以降に導入をしようかと思っていた町村などは、補正予算を組んで平成２１

年度前倒しで実行する場合については、今回のいろいろな経済対策の中で対象になる

ということでございますけれども、それ以降に、平成２１年度はもちろんであります

けれども、平成２０年度、平成１９年度に整備したところもございます。そういった

ところは、今回の対象にはなってこないということでございますので、その点につい

ては、十分ご理解を賜りたいと、そのように思っているところでございます。 

 

◇議  長 １２番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 先ほど私が言った発言の中で、全部振りかえができたわけではないというの

は、そのとおりでありますので、ただまあ情報収集をきちっとするのは、新聞を通じ

てでっていうことでは町長だめなんでね、やっぱり東京にも何度か上京もされておら

れるやに聞いておりますし、いろんな中央陳情も含めて機会が多いかと思うのですね、

いろんなルート、地元の選出代議士もそうであるでしょうし、いろんな情報ルートを

活用して、今後はしっかりやっていただきたいということを申し上げておきたいと思

います。 

   次に移りたいと思います。仕様書の不備について、先ほどお答えをいただいたわけ

でありますけれども、私は、仕様書の不備についてはお認めをいただいたわけですけ

れども、それ以上に決定的な問題があるのではないかというふうに私は思っておりま

す。例えば、仕様書にうたわれているですね、パソコン本体、マザーボードの中にあ

るですね、インテルのＱ、ＱというのはクエスチョンのＱですが、アルファベットの

Ｑですね、それから数字の９４５チップセット以上、これ教師用のパソコンです。そ

れから生徒用のパソコンは９６５チップセット、こういう仕様書で位置づけているの

です。これは２００６年のものでありまして、現在は、昨年の１０月くらいまでは生

産してたかもしれませんが、現在は生産されていないのです。市場にもし流通すると

すれば、正規販売店以外の流通であるだろうと思います。うがって言えばですね、あ

らかじめ情報を持った業者がいて、仮定の話ですが、廃盤の可能性のあるものを事前

に安く取得すればですね、入札環境にとっては不公正になる可能性、極めて持ってい

るんです。そういうことの判断に立てばですね、これは前も指摘しているのです。田

端課長とのやりとりの中で。指摘しているにもかかわらず、さらにそれ以上だからい

いという説明をいただいています。なぜもうすでに生産されてないそういうものをで

すね、仕様書にうたわなきゃいけないのか、これをまず重大な問題ですので、はっき

りとお答えを願いたいと思います。細かなことはいっぱいあります。仕様書の不備や

セキュリティの考え方、これは後ほど訂正になったようですが、ＩＰアドレスを公表

していることだとか、あるいはプロジェクターのワイヤレスモノラルスピーカーとい

うものは、現実には存在していない、ワイヤレスなんてのは入っていないんです。こ

の商品はモノラルスピーカーなんですね。例えば、ノートパソコンのディスプレイに

ついても１５型を仕様書でうたったんです。ですがこれは旧製品です。今は１５．４
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型、これは後ほど訂正されているようでありますが、そういう状況であるということ

をですね、先ほど陳謝もいただいておりますが、なおかつですね、新しい３０日の入

札に関する仕様書についても同様な部分があると、ここが大きな問題です。一番最初

に言ったそのチップセットの問題ですよ。なぜ変えないのか。それをもう一度お聞か

せください。 

 

◇議  長 田端学校管理課長。 

 

◇学校管理課長 ただいまご指摘いただきましたパソコンのスペックの仕様の関係でござ

いますが、仕様書がこちらの手元にございますけれども、実際、今回のコンピュータ

の教師用のコンピュータのＣＰＵでございますが、コア２デュオのＥ２１８０の２ギ

ガヘルツ以上で、生徒用につきましてはＣＰＵが、セレロンの４３０の１．８０ギガ

ヘルツ以上ということでうたっておりまして、その商品に対する指定ではございませ

んので、性能がそれ以上であればいいというような仕様になっておりますので、ご理

解をいただきたいと思います。あと、仮の話はですね、ちょっとお答えできないので

そこら辺については答弁を控えさせていただきたいと思っております。 

 

◇議  長 １２番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 私が求めたチップセットの９４５についてなぜ言及しないのですか。そこが

ポイントなんですよ。私も田端課長よりはわかっているなんて言いません。そんなに

コンピューターのこと詳しくありません。だから私は友人に聞いてます。東京の友人、

札幌の友人、パソコン業界に生きてる人たちです。専門家です。それに私の意見を屈

指して資料を送って答えを求めました。かなり詳しい人がいっぱいいるもんですから、

１つのルートだけで判断すると私はミスります。素人だから。特定の人の話の言うこ

とを聞いてたら間違いを犯したら困ると思うので、複数の情報をとりました。くしく

もこの仕様書全体を貫くものについてはですね、かなり特定されるものの内容になっ

ているという意見が強いわけです。具体的に言うとですね、特定の仕様書の、これは

友人からのメールですけれども、プッシュする仕様書に丸投げされているかのような

印象がある。プロジェクターは、キャノンのＬＶシリーズだと推定される。ネットワ

ーク補助記憶装置については、アイ・オー・データだと。ＤＶＤは、バッファローだ

と。パソコンは、富士通、このスペックを厳密にやれば富士通としか考えられない。

さらにソフトにおいては、スカイメニューを想定されているようだと。リモコン倶楽

部もあるようだが、このことについては特約代理店があって、一社に独占されている

傾向があると、こういう指摘がありました。お聞かせください。 

 

◇議  長 田端学校管理課長。 

 

◇学校管理課長 チップセットの関係について、ちょっとご説明が不足してたというよう

なのでご説明を申し上げます。今回出された仕様の中でも、チップセットにつきまし
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ては、インテルのＱですね、ローマ字のＱの９４５チップセット相当以上ということ

で、商品のほうは指定してないということでありますので、そこら辺についても、今

回のパソコンについては、それ以上の性能があればいいというようなことになってお

りますので、ご理解をいただきたいと思います。それと、製品が想定されるのではな

いかというようなご指摘がありましたけれども、教育委員会といたしましても、専門

的なパソコンの職員がいないものですから、参考見積もりを取った中で仕様書を作成

しております。そういう意図は、担当としては全く持っておりませんが、そのような

ことがですね、専門家が見てわかるというようなご指摘があるのであれば、今後そう

いうことのないように勉強しながら努めていきたいなというふうに思っていますので、

ご理解のほうをお願いしたいと思います。 

 

◇議  長 １２番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 これもうおそらく平行線でしょう。私はそのように見ております。結果、落

札された場合について、たまたま偶然に合ったのかどうかは別としてですね、そうい

うことが起きた場合については、かなり多くの方々からの疑問を呈されかねないと思

っておりますので、慎重に進めていただきたいということを申し上げて、次の質問に

移ります。 

地域分割指名はだれがいつしたのかと、このことについてはですね、いろいろと答

弁をいただきましたけれども、私が求めているものとちょっと違うのですね。分割指

名をした理由は、物理的に近い業者がいいのだと。システムやネットワーク、パソコ

ンに障害があった場合については近い方がいいと、こういう話でありました。これは

女満別中学校の例を引きますと、つい昨日、ちょっとお邪魔をして、駆け足で担当の

先生とお話しをさせていただきました。そのときに不具合が導入以降あったのかとい

うことについて聞きましたところ、一度ありましたと。それはソフト上の問題であっ

て、メーカーのサポートセンターに問い合わせをして、数度にわたっての電話のやり

とりで解決はさせていただきましたということであります。私は何が言いたいのかと

いうとですね、コンピュータとネットワーク、ソフト上の問題についてはですね、窓

口の地元の業者がすべて完全にサポートすることは不可能なんですね。素人で私もコ

ンピュータちょっとはメールもろくに打てませんせれども、インターネット環境でち

ょっと勉強させていただいたりはするのですが、そういう点についてはむしろですね、

先ほどの入札の問題にもかかわるのですけれども、単体の納入については、地元の対

応ができると思うのですが、そういう内容についてもいささか疑問があるということ

でございます。地域分割指名については、昨年からやっていると、こういう答弁だと

思うのです。しかしですね、私、昨年気がつかなかったのかと言われたら大変恥じる

のでありますけれども、そんなふうにも思ってもおりませんでしたから、常識として

は、工区の分割入札というのはあるのだけれども、地域分割っていうのはちょっと不

自然だなと、こういうふうに思っております。したがってですね、昨年の入札の際に

ですね、今回提案しているような、地域分割の東藻琴地域の小学校については、東藻

琴の地区業者と、女満別地区については、女満別小学校だとか豊住小学校については、
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女満別の地区業者と、このようにやってるというのですが、昨年も全く同様にそのよ

うにやったのですか。もう一度確認します。 

 

◇議  長 中村教育長。 

 

◇教 育 長 地域分割のことですが、先ほども１回目のときにご答弁申し上げたのですが、

町内に本店、支店または、営業所を有する者の育成に努めなければいけないことも含

めてですね、前段まずお答えしたいと思いますが、昨年度についても、今年度と同じ

ように女満別地域、東藻琴地域というように分けてですね、行っております。以上で

ございます。 

 

◇議  長 １２番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 私が聞き及んでいる情報では、昨年については、女満別中学校、東藻琴中学

校、特に女満別中学校についてはですね、東藻琴業者にも指名通知が行われたかどう

かはわかりませんけれども、行われるという決裁文書があるやに聞いております。も

し最後までそれを突っ張るのであれば、決裁文書の資料を議長に要求します。 

 

◇議  長 暫時休憩します。 

 

休憩 午後１時３２分 

再開 午後１時３４分 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

小島議員の一般質問を続けます。 

中村教育長。 

 

◇教 育 長 昨年度のですね、物品購入の施行伺いを今手元に持ってございますが、５月

の２８日に出してますが、指名競争入札の場合ということで、女満別中学校について

は女満別地区の業者、４業者に対して出してございます。東藻琴地区の業者について

は入ってございません。以上でございます。 

 

◇議  長 １２番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 そこまで言うのですから、これも申し訳ないけれども、私の権限に及ぶとこ

ろでありませんので、資料を要求しても私に来ませんから、議長の判断で出していた

だけないから口答で今出ています。私は、監査委員にお願いしたいと。私が聞いてる

のは、名前挙げたらその人がかわいそうだから僕は言わないのです。具体的に、決裁

文書にそれが書かれていると言っているのです。あるいは電話で相談を受けた人もい

ますよ。相談をした人もいますよ。好ましくないと、地域分割指名は。だからこのよ
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うにしてくださいと言った、そういう経緯もあります。特定したことは言いたくあり

ません。だから私は確証を持っているのです。それこそさっき言った、信じるに足り

る人たちだからですよ。これは決着を今つけないのであれば、しかるべくして監査委

員にお願いしたいと思います。 

 

◇議  長 ここで１０分間休憩します。 

 

休憩 午後１時３７分 

再開 午後１時４８分 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

小島議員の一般質問を続けます。 

１２番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 ようやっと手元に届いたのですが、この５月２８日起案の決裁文書、この前

後、私もそういうものを見てるわけではありませんが、これ以降もこの内容について

同様な決裁文書はありますか。確認です。まああえて言うとですね、私が聞いてる話

を教えていただいた人の名前を挙げるわけにはいきません。将来的に考えても。私は

聞いただけですから口答で。だからその疑いがあるから、私は文書を要求したのです

よ。その裏づけについては今言いません。私が言いたい主旨は、決裁文書がこういう

形になってるというふうに私は想定してませんけれども、その前後で同様な主旨のお

伺いが出されたものが後ほど訂正されたり、そういうことがあるのですか、その確認

をさせてください。 

 

◇議  長 田端学校管理課長。 

 

◇学校管理課長 これは、物品購入施行伺いにつきましては、同じ仕様の場合については、

１つしかつくるものではございませんので、その中で指名競争入札の指名についても

同様のこの決裁で行うこととなっておりますので、ご理解をいただきたいと思います。 

 

◇議  長 １２番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 それでは水かけ論になるからこれ以上は言いません。私が言いたい主旨はで

すね、地域分割指名の積極的理由がないことを立証したくてやったのですが、結果的

に出てきた文書は、私の言っていることを裏づけるものではないということは事実で

す。この文書自体は。ですから前後の関係からいうと同様な文書があるのであるかど

うかということが疑問に私は抱えておりますけれども、やっぱり大空町は１つの行政

区なんだからその他の備品購入においても地域分割はあんまりしてないはずだという

意見を言ってですね、変更になったというふうに思ってたという人もいるわけですよ。

ですからもう一人の方は、このことについては当然、いずればれることですから資料
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が請求されたら出さざるを得ないものと思ってますと言ってる人もいました。まあそ

れはいいです。だれかということを詮索するのはそちらお好きでしょうからお任せし

ます。私は、監査委員にお願いしたいと思ってるというのは先ほどいったとおり変わ

りません。私が申し上げたいのは、地域分割指名の積極的理由がわからないと言って

いるのです。主旨は。先ほど申し上げたようにですね、近くにいた業者が不具合が生

じたら対応できるといっても、女満別中学校の事例のように、実際は、サポートセン

ターに問い合わせして、数度の電話連絡で直すということなんですよ。ネットワーク

システムというのは、私も個人的に不具合が生じるときがあった、助けを求めるのは

サポートセンターですよ。ですから、私自身もできませんから、指名にあってる業者

の人ではみんなできないなんて断言はしませんけれども、専門家に聞いてもですね、

実態的には無理でしょうという見解です。まあそういうことなので、もう１つあわせ

て確認します。このやりとりの中で、田端課長も覚えてますし、担当課係長も覚えて

るはずなのですが、どこで地域分割指名を決めたのかということを問い合わせしたこ

とがあります。その際は、６月４日をもって業者登録が終了するので、地域分割指名

については、私どもではわからないと言われました。そうすると大槻課長はすぐわか

ると思いますが、私、電話を入れたんです。確か９日過ぎだったと思うのですが、地

域分割指名はあなたのところでしたのかと、そういう問いをかけました。大槻課長か

らの答えはですね、それは町長の指示によって行いましたという答えでありました。

こういう文書については、私は知らないときでありますので、そういう主旨の発言が

あったので、もし重大な誤りがあれば訂正のための問いかけが来るのかなと思ったら、

今日に至るまで来ておりません。このことについても答弁を願いたいと思います。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 言葉の意味を少し過大に解釈されているのではないかと思いますけれども、

こういった起工伺い、それの最終決定者は当然私になりますし、例えば、昨年のこの

購入施行伺いというものについても、私が決裁をして最終的に完結をしているという

ものでございます。しかしながら、私が思いますのは、こういったたぐいのものとい

うのは、事務担当者が法令や制度、そういったものに遵守して整理をし、そして、そ

の担当課の考え方をもって決裁をするというものが筋であります。それがきちんと守

られていれば、当然、私とすれば決裁をするという立場にあります。そこに私的なも

のを持ち込むということは一切ございません。逆にですね、その適正な処理がされて

いるものを認めないということも、これは私の私的な権限の逸脱であるというふうに

私は考えてございます。そういう意味で課長は、これは最終的にだれが決定をしたの

かと言えば、最終決定をしたと、その判子を押して了解をしたと言うのは、私である

ということの意味でお答えをしたのだと、そのように思っております。私が特段の何

か私的な指示を与えたということではないというふうに受け止めていただきたいと、

そのように思います。 

 

◇議  長 １２番、小島議員。 
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◇小島議員 今、町長が答弁をしていただきました。町長の答弁どおりであることを望み

たいと思います。私はそれが一番いいことだと思います。ただ私は、自分の言葉のや

りとりですから、過大評価と言われます。そう言われると言わざるを得ません。大槻

課長とのやりとりは、決裁をしたのは町長ですというのが最初の答えです。決裁をし

たのは町長ですから、発注者は町長ですと、こう言いました。最初のくだりでは。実

態はどこでどう決めたのか、教育委員会では決めてないという言い方をしている。担

当のほうで。それであれば町長部局のほうで決めなきゃいけないから、大槻さんのと

ころで立案したのかいと、備品購入だからという趣旨の問いをしているのです。その

問いに対して、それぞれの指名を、今回は地域分割ですから、決めたのは町長ですと。

指示をされましたという言葉を使ったから、誤解があるとすればですね、指示という

言葉を使った大槻課長にあると思いますよ。もう一度答弁してください。 

 

◇議  長 大槻財政課長。 

 

◇財政課長 私も、小島議員のほうから電話をいただきまして、今回の指名、教育委員会

が行ったパソコンについての指名は、指名というか、だれが決裁したのかということ

で問いを受けましたので、それにつきましては、教育委員会には物品等の発注執行権

は持っておりませんので、それにつきましては、８０万円を超える物品でもあります

し、最終的には町長が決裁権を持っていますよと。ただし、どこの業者を指名するか、

その辺につきましては、原課がその要綱等を判断した中で、徹底をしているというこ

とで、原課が作成をして、それを決裁として上げていくんですと。そのことを申し上

げていると思います。ですから、最終的に決定はあくまでも町長でございますけれど、

先ほども町長が申し上げましたように、その決裁におきましては、物品でございます

ので、原課が登録されている業者の中からどこを指名するかということで判断をして、

決裁を上げていくということでお答えをしたつもりでございます。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 この件もそうでありますけれども、私が、特定の業者について便宜を図って

いると、議員が発言をされたというようなことを、私も伝え聞かされた方がおりまし

た。全く根も葉もないことでありますし、全く心外だなと、大変心を痛めているわけ

でもございます。今回のことにつきましても、そのとおりでございますけれども、そ

ういったことについては、特に注意をしながら対処していかなければならないと、常

にそのように肝に銘じております。そのような疑念がもたれることの無いよう、身の

回り、もう一度私も確認をしながらこういう発注については対処していきたいと、そ

のように思います。 

(何事か言う者あり) 

◇議  長 これにて、小島一弘議員の一般質問を終了します。 

    これで、一般質問を終わります。 
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    ◎散会の宣言 

◇議  長 以上で本日の日程は全部終了しました。 

   本日はこれにて散会します。ご苦労様でした。    

散会 午後 １時５８分 

 



 

 

 

 平成２１年第２回 
 

 

 

 

 

大空町議会定例会会議録 

〔その２〕 

 

 ・招 集 平成2１年６月２５日 
 

 ・開 会 平成2１年６月２５日 
 

 ・閉 会 平成2１年６月２６日 
 

 

 

 

 

 

 

 

大 空 町 議 会 
 

 



大空町議会会議録 

 

 

１ 応招議員は次のとおりである。 

 

  １番  近 藤 哲 雄   10番  平 田 一 行 

 

  ２番  松 田 信 行   11番  勝 田 鉄 城 

 

  ３番  斎 藤 宏 司   12番  小 島 一 弘 

 

  ４番  植 田 泰 弘   13番  豊 島 義 秋 

 

  ５番  森 田 暢 明   14番  田 中 勝 吉 

 

  ６番  松 岡 克 美   15番  樫 原 達 也 

 

  ７番  坂 本 一 光   16番  森     進 

 

  ８番  元 木 良 一   17番  厚 海 六 郎 

 

  ９番  深 川   昇   18番  後 藤 幸太郎 

 

 

２ 不応招議員は次のとおりである。 

 

 

３ 出席議員は応招議員と同じである。 

 

 

４ 欠席議員は不応招議員と同じである。 



５ 会議事件のために出席した者は次のとおりである。 

 

町 長  教 育 委 員 会 委 員 長

代 表 監 査 委 員  農 業 委 員 会 会 長

副 町 長  農 政 課 長

副 町 長  商 工 観 光 課 長

総 合 支 所 長  建 設 課 長

会 計 管 理 者  建 設 課 参 事

総 務 課 長  住 民 生 活 課 長

企 画 課 長  保 健 福 祉 課 長

財 政 課 長  
東藻琴国民健康保険診療所

事 務 長

住 民 課 長  産 業 振 興 課 長

福 祉 課 長  建 設 水 道 課 長

教 育 長  総 務 課 長 補 佐

社 会 教 育 課 長  学 校 管 理 課 長

農 業 委 員 会 事 務 局 長  女満別教育センター所長

 

 

６ 職務のため出席した事務局職員は次のとおりである。 

 

事務局長、事務局次長、書記 

 

 

７ 会議事件及び議事日程は別紙のとおりである。 
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開会 午前 １０時００分 

◎開議の宣告 

◇議  長 おはようございます。 

ただいまから平成２１年第２回大空町議会定例会第２日目の会議を開きます。 

暑い方は上着を脱いでください。職員の方もよろしいです。 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

◇議  長 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１１９条の規定によって、議長において、１７番、

厚海六郎議員及び２番、松田信行議員を指名します。 

 

◎諸般の報告 

◇議  長 この際、諸般の報告を行います。 

事務局長に報告いたさせます。 

片山事務局長。 

 

◇事務局長 諸般の報告を申し上げます。 

ただいまの出席議員は１８名全員であります。 

本日の会議に説明のため出席する者の職、氏名は一覧表として配付しているとおり

であります。 

本日の議事日程は、配付しております議事日程表のとおりであります。 

以上です。 

 

◇議  長 これで諸般の報告を終わります。 

 

◎日程第２ 議案第４９号 

◇議  長 日程第２、議案第４９号 工事請負契約の締結についてを議題とします。 

本件について、提案理由の説明を求めます。 

高橋建設課長。 

 

◇建設課長 (提案理由説明) 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第４９号 工事請負契約の締結についてを採決します。 
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お諮りします。本件は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第４９号 工事請負契約の締結については、原案のとおり可決さ

れました。 

 

◎日程第３ 議案第５０号 

◇議  長 日程第３、議案第５０号 大空町過疎地域自立促進市町村計画の一部変更に

ついてを議題とします。 

本件について、提案理由の説明を求めます。 

川口企画課長。 

 

◇企画課長 (提案理由説明) 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第５０号 大空町過疎地域自立促進市町村計画の一部変更についてを

採決します。 

お諮りします。本件は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第５０号 大空町過疎地域自立促進市町村計画の一部変更につい

ては、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第４ 議案第５１号 

◇議  長 日程第４、議案第５１号 大空町の固定資産税の課税免除に関する条例の一

部を改正する条例制定についてを議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

川口企画課長。 

 

◇企画課長 (提案理由説明) 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 
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（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第５１号 大空町の固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正

する条例制定についてを採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第５１号 大空町の固定資産税の課税免除に関する条例の一部を

改正する条例制定については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第５ 議案第５２号 

◇議  長 日程第５、議案第５２号 大空町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

制定についてを議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

渡邊福祉課長。 

 

◇福祉課長 (提案理由説明) 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第５２号 大空町国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定につ

いてを採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第５２号 大空町国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定

については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第６ 議案第５３号 
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◇議  長 日程第６、議案第５３号 大空町重度心身障害者及びひとり親家庭等の医療

費の助成に関する条例の一部を改正する条例制定についてを議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

渡邊福祉課長。 

 

◇福祉課長 (提案理由説明) 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第５３号 大空町重度心身障害者及びひとり親家庭等の医療費の助成

に関する条例の一部を改正する条例制定についてを採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第５３号 大空町重度心身障害者及びひとり親家庭等の医療費の

助成に関する条例の一部を改正する条例制定については、原案のとおり可決されまし

た。 

 

◎日程第７ 議案第５４号 

◇議  長 日程第７、議案第５４号 大空町乳幼児等医療費の助成に関する条例の一部

を改正する条例制定についてを議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

渡邊福祉課長。 

 

◇福祉課長 (提案理由説明) 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 
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これから議案第５４号 大空町乳幼児等医療費の助成に関する条例の一部を改正す

る条例制定についてを採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第５４号 大空町乳幼児等医療費の助成に関する条例の一部を改

正する条例制定については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第８ 議案第５５号 

◇議  長 日程第８、議案第５５号 大空町日常生活用具給付事業に関する条例の一部

を改正する条例制定についてを議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

渡邊福祉課長。 

 

◇福祉課長 (提案理由説明) 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第５５号 大空町日常生活用具給付事業に関する条例の一部を改正す

る条例制定についてを採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第５５号 大空町日常生活用具給付事業に関する条例の一部を改

正する条例制定については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第９ 議案第５６号 

◇議  長 日程第９、議案第５６号 大空町敬老褒賞条例の一部を改正する条例制定に

ついてを議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

渡邊福祉課長。 

 

◇福祉課長 (提案理由説明) 
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◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第５６号 大空町敬老褒賞条例の一部を改正する条例制定についてを

採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第５６号 大空町敬老褒賞条例の一部を改正する条例制定につい

ては、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１０ 議案第５７号 

◇議  長 日程第１０、議案第５７号 平成２１年度大空町一般会計補正予算（第３

号）を議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

大槻財政課長。 

 

◇財政課長 (提案理由説明) 

 

◇議  長 議案第５７号の説明が終わりましたが、ここで１０分間休憩します。 

 

休憩 午前１０時５６分 

再開 午前１１時０６分 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

議案第５７号の議事を続けます。これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第５７号 平成２１年度大空町一般会計補正予算（第３号）を採決し

ます。 
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お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第５７号 平成２１年度大空町一般会計補正予算（第３号）は、

原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１１ 議案第５８号 

◇議  長 日程第１１、議案第５８号 平成２１年度大空町国民健康保険事業勘定特別

会計補正予算（第１号）を議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

渡邊福祉課長。 

 

◇福祉課長 (提案理由説明) 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第５８号 平成２１年度大空町国民健康保険事業勘定特別会計補正予

算（第１号）を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第５８号 平成２１年度大空町国民健康保険事業勘定特別会計補

正予算（第１号）は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１２ 議案第５９号 

◇議  長 日程第１２、議案第５９号 平成２１年度大空町国民健康保険直営診療施設

勘定特別会計補正予算（第１号）を議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

斉藤国民健康保険診療所事務長。 

 

◇国民健康保険診療所事務長 (提案理由説明) 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
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◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第５９号 平成２１年度大空町国民健康保険直営診療施設勘定特別会

計補正予算（第１号）を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第５９号 平成２１年度大空町国民健康保険直営診療施設勘定特

別会計補正予算（第１号）は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１３ 議案第６０号 

◇議  長 日程第１３、議案第６０号 平成２１年度大空町簡易水道事業特別会計補正

予算（第１号）を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

高橋建設課長。 

 

◇建設課長 (提案理由説明) 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第６０号 平成２１年度大空町簡易水道事業特別会計補正予算（第１

号）を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第６０号 平成２１年度大空町簡易水道事業特別会計補正予算（第

１号）は、原案のとおり可決されました 

 

◎日程第１４ 議案第６１号 

◇議  長 日程第１４、議案第６１号 平成２１年度大空町下水道事業特別会計補正予
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算（第１号）を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

高橋建設課長。 

 

◇高橋建設課長 （提案理由説明） 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第６１号 平成２１年度大空町下水道事業特別会計補正予算（第１

号）を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第６１号 平成２１年度大空町下水道事業特別会計補正予算（第

１号）は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１５ 発議第１０号 

◇議  長 日程第１５、発議第１０号 地域医療確保と自治体病院充実のための予算の

大幅増額等を求める要望意見書を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

１５番、樫原達也議員。 

 

◇樫原議員 （提案理由説明） 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑は、ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから発議第１０号 地域医療確保と自治体病院充実のための予算の大幅増額等
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を求める要望意見書を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、発議第１０号 地域医療確保と自治体病院充実のための予算の大幅増

額等を求める要望意見書は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１６ 発議第１１号 

◇議  長 日程第１６、発議第１１号 生活保護の母子加算の復活を求める要望意見書

を議題とします。 

   本案について提案理由の説明を求めます。 

１５番、樫原達也議員。 

 

◇樫原議員 （提案理由説明） 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑は、ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから発議第１１号 生活保護の母子加算の復活を求める要望意見書を採決しま

す。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、発議第１１号 生活保護の母子加算の復活を求める要望意見書は、原

案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１７ 発議第１２号 

◇議  長 日程第１７、発議第１２号 平成２２年度国家予算編成における義務教育費

無償、義務教育費国庫負担法の堅持と負担率２分の１復元等教育予算の拡充を求める

要望意見書を議題とします。 

   本案について、提案理由の説明を求めます。 

１５番、樫原達也議員。 

 

◇樫原議員 （提案理由説明） 
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◇議  長 これから質疑を行います。質疑は、ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから発議第１２号 平成２２年度国家予算編成における義務教育費無償、義務

教育費国庫負担法の堅持と負担率２分の１復元等教育予算の拡充を求める要望意見書

を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、発議第１２号 平成２２年度国家予算編成における義務教育費無償、

義務教育費国庫負担法の堅持と負担率２分の１復元等教育予算の拡充を求める要望意

見書は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１８ 発議第１３号 

◇議  長 日程第１８、発議第１３号 最低賃金の改善と安定雇用の創出、中小企業対

策の強化を求める要望意見書を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

９番、深川昇議員。 

 

◇深川議員 （提案理由説明） 

 

◇議  長 これから質疑を行います。 

    質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから発議第１３号 最低賃金の改善と安定雇用の創出、中小企業対策の強化を

求める要望意見書を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 



- 12 -

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第１３号 最低賃金の改善と安定雇用の創出、中小企業対策の強

化を求める要望意見書は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１９ 発議第１４号 

◇議  長 日程第１９、発議第１４号 自主的な共済制度の保険業法の適用除外を求め

る要望意見書を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

９番、深川昇議員。 

 

◇深川議員 （提案理由説明） 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから発議第１４号 自主的な共済制度の保険業法の適用除外を求める要望意見

書を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、発議第１４号 自主的な共済制度の保険業法の適用除外を求める要望

意見書は、原案のとおり可決されました。 

 

◇議  長 ここで、昼食のため休憩します。 

再開は午後１時です。 

 

休憩 午前１１時５３分 

再開 午後 １時００分 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

◎日程第２０ 報告第９号 

◇議  長 日程第２０、報告第９号 平成２０年度繰越明許費繰越計算書の報告につい

てを議題とします。 
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   山下町長からお手元に配付しているとおり、平成２０年度繰越明許費繰越計算書の

提出がありましたので、本件について提案理由の説明を求めます。 

   大槻財政課長。 

 

◇財政課長 （提案理由説明） 

 

◇議  長 これで、平成２０年度繰越明許費繰越計算書の報告については、終わります。 

 

◎日程第２１ 報告第１０号 

◇議  長 日程第２１、報告第１０号 平成２０年度財団法人女満別青少年育成事業協

会の経営状況についてを議題とします。 

山下町長からお手元に配付しているとおり、法人の経営状況を説明する書類の提出

がありましたので、本件について提案理由の説明を求めます。 

菊地社会教育課長。 

 

◇社会教育課長 （提案理由説明） 

 

◇議  長 これで、平成２０年度財団法人女満別青少年育成事業協会の経営状況につい

ては、終わります。 

 

◎日程第２２ 報告第１１号 

◇議  長 日程第２２、報告第１１号 平成２０年度財団法人めまんべつ産業開発公社

の経営状況についてを議題とします。 

   山下町長からお手元に配付しているとおり、法人の経営状況を説明する書類の提出

がありましたので、本件について提案理由の説明を求めます。 

   松野農政課長。 

 

◇農政課長 （提案理由説明） 

 

◇議  長 これで、平成２０年度財団法人めまんべつ産業開発公社の経営状況について

は、終わります。 

 

◎日程第２３ 報告第１２号 

◇議  長 日程第２３、報告第１２号 平成２０年度大空町土地開発公社の経営状況に

ついてを議題とします。 

   山下町長からお手元に配付しているとおり、法人の経営状況を説明する書類の提出

がありましたので、本件について提案理由の説明を求めます。 

   川口企画課長。 

 

◇企画課長 （提案理由説明） 
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◇議  長 これで、平成２０年度大空町土地開発公社の経営状況については、終わりま

す。 

 

◎日程第２４ 報告第１３号 

◇議  長 日程第２４、報告第１３号 平成２０年度株式会社藻琴山温泉管理公社の経

営状況についてを議題とします。 

   山下町長からお手元に配付しているとおり、法人の経営状況を説明する書類の提出

がありましたので、本件について提案理由の説明を求めます。 

   伊藤産業振興課長。 

 

◇産業振興課長 （提案理由説明） 

 

◇議  長 これで、平成２０年度株式会社藻琴山温泉管理公社の経営状況については、

終わります。 

 

◎日程第２５ 報告第１４号 

◇議  長 日程第２５、報告第１４号 例月出納検査報告についてを議題とします。  

   監査委員から、例月出納検査報告書の提出がありましたので、監査委員の報告を求

めます。 

佐々木代表監査委員。 

 

◇佐々木代表監査委員 （監査委員報告） 

 

（質疑があれば許す） 

 

◇議  長 これで例月出納検査報告については終わります。 

 

◎閉会の宣告 

◇議  長 これで本日の日程は全部終了しました。 

会議を閉じます。 

山下町長から発言があれば許します。 

山下町長。 

 

◇町  長 第２回定例会の閉会にあたりまして一言お礼を申し上げたいと思います。 

   きょうも１２時過ぎに役場の表の温度計を見ますと、３５度を超える、そういう日

になってまいりました。昨日と本日、大変気温が上がった中、定例会の議案審議とい

うことで、精力的にご審議をいただきましたことに、お礼を申し上げたいと思います。

天候の回復を願っていたわけでありますけれども、急激な温度の上昇ということを思

いますと、昨年も、一昨年もあまりいい経験がございません。しかしながら、今年は
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何とかこういうような状況が少し長く続いて、穏やかな中で盛夏を迎えたいとそのよ

うに思っているところでございます。 

今回は一般質問、お二人の方からいただきました。学校の教育用パーソナルコンピ

ュータの導入についてなどというようなことについてもご質問、またご意見などをい

ただいたところであります。今回、この関係につきましては、業者の方々に直接お話

しを伺うということをいたしました。今回いろいろあったわけでありますけれども、

行政に対する不信感、またそういったものを抱かれないために、また信頼をしっかり

と持っていただくためには、うやむやにすることなく、毅然とした姿勢で対処すると

いうことが必要であると、そのように考えて対処をしたつもりでございます。しかし

今回、仕様書の不備などもご指摘をいただきました。また、業者さらには納入後の利

用いただく子供たち、そういう関係者の方にも少なからず迷惑をかけたということで

反省をする部分も数多くございます。今後、こういうような事態に陥っても、しっか

りとした対処ができるように、こういった発注業務等につきましては、十分余裕のあ

る時間設定の中で作業を進めたいと、そのように思っているところでございますので、

今後ともご指導いただきたいとそのように思っております。 

また、昨日あたりからマスコミ等の報道を聞いておりますと、衆議院選挙の日程が

非常に大きくクローズアップされて取りざたされております。今、政府が打ち出して

いる緊急経済対策、さらには地方対策費、こういったものの動向ということも選挙の

状況によっては変わる場合もあるのではないかと、そのようなことも想定をしてござ

います。きのうもご質問の中にありましたように、いろいろなところから情報を入れ

ながら、どのような体制になっても、形になっても、地域のためにこういった予算を

有効に活用できるように、職員ともども情報をキャッチしながら適時適切に対応して

まいりたいとそのように考えておりますので、今後ともご指導を賜りますよう、重ね

てお願いを申し上げ、お礼にかえさせていただきたいと思います。 

どうもありがとうございました。 

 

◇議  長 平成２１年第２回大空町議会定例会を閉会します。 

大変お疲れさまでした。 

閉会 午後１時３５分 

 




